
信
貴
山
縁
起
絵
巻
（
朝
護
孫
子
寺
所
蔵
）
の
意
義
を
理
解
す
る
た
め
に
本
稿
で

は
、
絵
巻
制
作
者
（
企
画
者
）
が
意
図
し
て
絵
巻
に
埋
め
込
ん
だ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

で
き
る
だ
け
発
見
認
識
す
る
こ
と
に
努
め
る
。
そ
の
際
に
は
詞
章
（
詞
書
）
や
、

命
蓮
自
身
の
置
文
と
さ
れ
る
『
信
貴
山
寺
資
財
宝
物
帳
（
1
）』
と
の
関
係
を
よ
く
考

え
た
い
。

信
貴
山
縁
起
絵
巻
は
、
登
遐
し
忉
利
天
善
法
堂
に
あ
る
母
穴
穂
部
間
人
皇
后

の
た
め
に
釈
迦
と
し
て
の
聖
徳
太
子
が
天
上
に
至
り
説
法
す
る
と
い
う
、
仏
伝

に
倣
っ
た
物
語
を
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
に
、
平
安
後
期
の
あ
る
天
子
の
奉
為
に
、

つ
く
り
物
語
化
さ
れ
描
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
推
測

で
あ
り
出
発
点
で
あ
る
。
神
仏
と
人
間
の
物
語
が
前
後
交
流
し
つ
つ
、
し
か
し

筋
書
き
正
し
く
展
開
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
で
き
る
だ
け
こ
の
構
造
と
内
容
に

迫
り
た
い
。
ま
た
前
稿
（「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
の
信
仰
背
景
（
2
）」）
で
は
ふ
れ
な
か
っ
た

延
喜
加
持
巻
を
理
解
す
る
こ
と
で
こ
の
絵
巻
の
企
画
制
作
者
に
つ
い
て
考
え
る
。

記
述
は
、
展
開
す
る
絵
に
従
い
逐
次
課
題
を
す
く
い
上
げ
る
と
い
う
方
法
を

と
る
。
記
述
煩
瑣
と
な
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
が
、
ご
海
容
を
乞
い
た
い
。

飛
倉
巻
校
倉
の
意
味

米
俵
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
容
れ
た
ま
ま
の
校
倉
が
飛
ぶ
の
は
、
他
の
類

似
の
説
話
に
は
な
い
。
そ
の
校
倉
に
注
目
す
る
。
ま
た
徳
人
は
山
崎
住
人
と
認

め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
記
述
を
進
め
る
。
山
崎
は
「
大
山
崎
町
か
ら
島
本
町
山

崎
、
さ
ら
に
旧
水
無
瀬
庄
（
広
瀬
・
東
大
寺
）
あ
た
り
ま
で
の
か
な
り
広
い
範
囲

を
指
す
場
合
が
あ
っ
た
（
3
）」
。
今
、
わ
れ
わ
れ
が
知
る
水
無
瀬
庄
絵
図
（
正
倉
院
宝

物
（
4
））
は
、
そ
の
山
崎
に
あ
る
東
大
寺
庄
園
の
図
で
あ
る
。
水
無
瀬
庄
は
山
崎
庄

と
も
呼
ば
れ
た
（
5
）。
当
庄
は
、
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
の
聖
武
天
皇
崩
御
直
後

に
東
大
寺
に
勅
施
入
さ
れ
（
そ
れ
ま
で
は
天
皇
直
轄
）、
そ
れ
以
降
所
領
関
係
が

続
く
。
絵
巻
中
の
信
貴
山
寺
に
は
こ
の
水
無
瀬
庄
と
東
大
寺
と
の
関
係
が
反
映

さ
れ
て
い
る
と
み
た
い
（
6
）。

当
面
の
校
倉
（
稲
倉
）
は
、
遅
く
と
も
六
世
紀
か
ら
存
在
し
た
三
島
県
（
7
）に
属
す

る
御
倉
（
王
権
の
及
ぶ
稲
倉
）
と
意
義
的
に
重
な
る
。
信
仰
的
に
は
天
照
大
神
の

穀
霊
を
宿
す
御
倉
で
あ
る
。
校
倉
の
信
貴
山
寺
飛
来
に
つ
い
て
、
命
蓮
が
「
ま

こ
と
に
怪
し
き
こ
と
な
れ
ど
、
さ
飛
び
て
来
に
け
れ
ば
倉
は
え
返
し
と
ら
せ

じ
」
と
い
う
よ
う
に
、
校
倉
は
自
身
に
意
思
が
あ
る
か
の
よ
う
に
飛
来
し
た
（
8
）。

そ
の
意
思
の
淵
源
は
神
話
に
語
ら
れ
て
い
る
。

『
古
事
記
』
に
よ
れ
ば
、
伊
邪
那
岐
命
が
天
照
大
神
に
「
御
頚
珠
」
を
贈
与

し
高
天
原
を
知
ら
し
め
さ
せ
た
。
ま
た
そ
の
御
頚
珠
の
名
を
御
倉
板
挙
之
神
と

謂
う
と
あ
る
（
9
）。
御
倉
板
挙
之
神
と
は
、
神
聖
な
稲
倉
の
中
の
棚
に
祀
ら
れ
た
穀

霊
で
あ
り
、
天
照
大
神
を
象
徴
す
る
（
10
）。
す
な
わ
ち
校
倉
は
天
照
大
神
そ
の
も
の

―
研
究
ノ
ー
ト
―

信
貴
山
縁
起
絵
巻
雑
感

梶

谷

亮

治
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で
あ
る
と
い
う
一
面
も
そ
な
え
る
。
つ
ま
り
、
天
照
大
神
は
自
ら
の
意
志
を
示

し
て
、
飛
翔
し
た
と
み
ら
れ
る
。

絵
巻
に
は
校
倉
が
六
図
描
か
れ
る
が
、
紙
型
使
用
と
思
わ
れ
る
同
大
表
現
で

あ
り
、
理
念
的
に
は
一
貫
し
た
近
接
表
現
で
あ
る
。
空
中
飛
翔
の
場
面
（
11
）、
信
貴

山
中
の
場
面
で
は
遠
近
逆
転
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
命
蓮
の
山
房
同

様
の
遠
近
法
の
範
疇
に
あ
り
、
神
聖
化
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

邸
宅
の
景
物
七
月
七
日

飛
倉
巻
に
は
黄
葉
が
配
さ
れ
、
場
は
秋
で
あ
る
。
長
者
の
邸
宅
に
は
そ
の
裏

戸
近
く
に
瓜
が
植
え
ら
れ
ち
ょ
う
ど
実
が
成
る
（
二
場
面
）
。
室
内
に
も
果
物
が

数
種
描
か
れ
る
。
女
主
人
の
居
室
内
の
棚
厨
子
に
は
、
桃
、
梨
子
と
み
ら
れ
る

果
実
が
あ
り
、
そ
の
近
く
に
は
絹
織
物
ら
し
き
紅
い
裂
が
重
ね
置
か
れ
る
。
巻

末
の
同
じ
居
室
で
は
、
棚
厨
子
に
瓜
、
堅
魚
と
柘
榴
と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、

傍
ら
に
は
巻
首
の
と
は
色
違
い
の
青
い
裂
が
あ
る
。
柘
榴
を
別
に
す
れ
ば
、
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
七
月
七
日
（
乞
巧
奠
）
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。『
江
家
次

第
（
12
）』
や
『
雲
図
抄
（
13
）』
に
よ
れ
ば
桃
、
梨
子
、
瓜
は
乞
巧
奠
の
供
物
で
あ
り
、『
延

喜
式
』
に
よ
れ
ば
五
色
薄
絁
や
堅
魚
も
供
物
で
あ
る
。
乞
巧
奠
供
物
は
本
来
は

縁
側
や
庭
な
ど
に
陳
列
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、
こ
こ
で
は
邸
宅
の
景
に
あ
え
て
埋

め
込
ま
れ
た
と
解
し
て
、
飛
倉
巻
の
暦
日
は
七
月
七
日
で
あ
る
と
み
た
い
。
な

お
、
絵
巻
に
見
え
る
大
河
は
天
上
の
天
の
川
を
想
わ
せ
る
表
現
か
と
考
え
た
い
。

天
照
大
神
と
七
月
七
日
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
後
文
で
述

べ
る
。

ま
た
も
う
一
つ
気
が
つ
く
の
が
枕
大
刀
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
歌
が
掛
け
ら
れ

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
か
と
思
う
。
そ
の
歌
は
「
枕
大
刀
腰
に
取
り
佩
き
ま
か

な
し
き
背
ろ
が
め
き
来
む
月
の
知
ら
な
く
」（
二
〇
―
四
四
一
三
）
で
、
思
い
人
を

待
つ
。
信
貴
山
縁
起
絵
巻
は
そ
の
巻
頭
か
ら
、
人
と
人
と
の
邂
逅
の
物
語
だ
と

い
う
意
味
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
枕
大
刀
も
そ
の
モ

チ
ー
フ
の
一
つ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
巻
を
通
し
て
描
か
れ
る
松
、

雁
が
ね
（
待
つ
、
遠
つ
人
）
も
そ
う
し
た
意
味
を
表
す
も
の
だ
っ
た
と
推
測
し
た

い
。

信
貴
山
寺
の
情
景
（
一
）

信
貴
山
寺
の
命
蓮
山
房
は
、
延
喜
加
持
巻
前
段
の
が
少
し
小
さ
く
表
さ
れ
る

の
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
同
大
に
描
か
れ
る
。
各
々
間
の
表
現
の
違
い
と
意
味
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
。
そ
の
山
房
で
命
蓮
は
鉢
を
指
差
し
、
長
者
の
従
者
ら
は
滝
（
14
）

を
は
さ
ん
で
そ
の
奥
に
見
え
る
校
倉
を
指
差
す
。
前
述
し
た
命
蓮
の
こ
と
ば
は

こ
こ
で
発
せ
ら
れ
た
。
命
蓮
か
ら
見
れ
ば
結
果
的
に
は
天
照
大
神
を
「
勧
請
」

し
た
こ
と
に
な
る
（
15
）。
信
貴
山
上
に
天
照
大
神
が
鎮
座
し
た
こ
と
の
宗
教
的
意
味

は
大
き
く
、
後
段
の
醍
醐
天
皇
加
持
を
引
き
出
す
一
因
と
な
る
に
違
い
な
く
、

尼
公
巻
で
の
東
大
寺
大
仏
の
啓
示
と
も
同
調
的
で
あ
る
。

次
の
校
倉
前
場
（
米
俵
飛
翔
場
面
）
の
右
に
、
山
塊
が
崩
え
岩
窟
状
（
洞
）
と
な

る
所
が
あ
る
。
こ
の
岩
窟
は
信
貴
山
が
見
立
て
雞
足
山
（
16
）と
さ
れ
た
と
き
の
迦
葉

の
旁
孔
（『
法
顕
伝
』）
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
〜
一
一
一

一
）
の
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
も
散
見
さ
れ
（
17
）、
迦
葉
修
行
の
雞
足
山
旁
孔
は

平
安
文
人
に
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
山
上
岩
窟
に
籠
居
す
る
の
は
迦
葉
の

他
に
、
天
照
大
神
や
西
王
母
の
場
合
が
あ
る
こ
と
も
留
意
さ
れ
る
（
18
）。

次
の
校
倉
前
の
場
面
で
も
命
蓮
が
頭
陀
行
第
一
の
迦
葉
尊
者
（
19
）と
重
ね
て
描
か

れ
る
。
長
者
が
驚
い
て
注
視
す
る
の
は
鉢
の
上
の
米
俵
で
は
な
く
命
蓮
の
糞
掃

48
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衣
の
裾
で
あ
る
。
裸
足
の
命
蓮
の
そ
の
裾
の
破
れ
が
目
立
つ
。
迦
葉
尊
者
の
見

苦
し
い
裳
の
裾
は
『
梁
塵
秘
抄
』
に
歌
わ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
（
20
）。

さ
て
米
俵
は
飛
び
立
ち
、
そ
の
米
俵
を
詞
書
は
「
雁
な
ど
の
続
き
た
る
や
う

に
」、「
群
雀
な
ど
の
や
う
に
つ
づ
き
て
」
と
例
え
る
。
鹿
も
驚
き
見
上
げ
る
が
、

そ
の
群
鹿
近
く
の
松
樹
と
黄
葉
樹
、
画
面
上
方
の
松
樹
を
見
れ
ば
、
そ
れ
ら
は

お
そ
ら
く
連
理
樹
で
あ
る
。
高
い
空
を
飛
翔
す
る
米
俵
は
、
詞
書
に
言
わ
れ
る

と
お
り
の
雁
や
群
雀
で
あ
り
比
翼
鳥
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
こ
の
場
面
は
『
長
恨

歌
』
の
一
場
面
を
想
起
さ
せ
（
21
）、
つ
ま
り
七
月
七
日
の
出
来
事
で
あ
る
。

延
喜
加
持
巻
八
月
十
九
日

こ
の
信
仰
的
物
語
は
実
在
の
信
貴
山
寺
沙
弥
命
蓮
が
醍
醐
天
皇
（
八
八
五
〜

九
三
〇
、
在
位
八
九
七
〜
九
三
〇
）
の
瘧
病
治
病
加
持
に
か
か
わ
っ
た
と
い
う
歴

史
的
な
事
実
と
重
な
っ
て
い
て
、
親
身
に
ま
た
つ
つ
し
み
ぶ
か
く
語
ら
れ
る
。

歴
史
的
事
実
と
一
定
暗
合
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
、
飛
倉
・
尼
公
巻
と
は
ニ

ュ
ア
ン
ス
の
違
う
と
こ
ろ
で
、
延
喜
加
持
巻
は
、
説
話
と
現
実
を
行
き
来
す
る

微
妙
な
感
覚
を
も
た
ら
す
。
絵
巻
に
は
歴
史
的
事
実
の
幾
ば
く
か
が
反
映
し
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。

木
村
紀
子
氏
は
『
古
本
説
話
集
』
の
命
蓮
説
話
に
つ
い
て
、
飛
倉
・
尼
公
の

段
と
延
喜
加
持
の
段
と
は
別
口
に
発
し
て
い
る
、
と
明
言
し
て
お
ら
れ
る
（
22
）。
す

な
わ
ち
、『
古
本
説
話
集
』
や
信
貴
山
縁
起
絵
巻
の
命
蓮
説
話
は
二
系
統
の
語
り

口
か
ら
成
り
た
ち
、
延
喜
加
持
段
は
、「
禁
裏
の
奥
深
く
、
帝
の
寝
所
に
ま
で
近

侍
し
た
語
り
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
語
り
を
発
し
た
人
物
と
は
、
延
喜
の
み

か
ど
（
醍
醐
天
皇
）
の
曾
孫
で
あ
る
宇
治
大
納
言
源
隆
国
と
推
測
さ
れ
た
が
、
そ

の
考
察
に
導
か
れ
つ
つ
、
じ
つ
は
さ
ら
に
相
応
し
い
人
物
が
存
在
す
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
い
。

『
信
貴
山
寺
資
財
宝
物
帳
』
に
よ
れ
ば
、
承
平
二
年
（
九
三
二
）
二
月
三
日
に

「
左
衛
門
督
」
が
「
山
壹
処
」
を
信
貴
山
寺
に
施
入
し
た
。
左
衛
門
督
と
は
、

藤
原
恒
佐
（
八
七
九
〜
九
三
八
）
で
あ
る
（
23
）。
ま
た
、
承
平
五
年
（
九
三
五
）
正
月
十

一
日
に
大
和
国
広
湍
郡
の
土
地
伍
段
余
を
施
入
し
た
「
源
右
相
君
」
と
は
、
多

少
問
題
は
残
る
が
源
清
蔭
（
八
八
四
〜
九
五
〇
）
と
考
え
た
い
。
源
清
蔭
は
『
公

卿
補
任
』
承
平
五
年
条
に
「
参
議
正
四
位
下
源
清
蔭
五
十
二
二
月
廿
三
日
兼
右
衛

門
督
」
と
あ
り
、
源
姓
の
相
君
（
参
議
）
は
他
に
い
な
い
の
で
、
当
人
で
あ
る
と

す
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
二
人
が
、『
信
貴
山
寺
資
財
宝
物
帳
』
か
ら
み
る
限
り
、

命
蓮
の
延
喜
加
持
に
、
宮
廷
側
で
直
接
か
か
わ
っ
た
人
で
は
な
い
か
。『
扶
桑

略
記
』
裏
書
に
よ
れ
ば
沙
弥
命
蓮
の
加
持
祈
祷
は
、
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
八
月

十
九
日
の
こ
と
で
あ
り
（
24
）、
念
の
た
め
に
『
公
卿
補
任
』
延
長
八
年
条
を
み
れ
ば
、

「
中
納
言
従
三
位
同
（
藤
原
）
恒
佐

右
衛
門
督
。
十
二
月
十
七
日
転
左
衛
門

督
」「
参
議
正
四
位
下
同
（
源
）
清
蔭
四
十
七
大
蔵
卿
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
二
人
は

同
時
に
在
任
し
て
い
る
。

延
喜
加
持
巻
は
こ
の
延
長
八
年
八
月
十
九
日
の
出
来
事
を
中
心
と
し
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
絵
の
は
じ
め
、
勅
使
蔵
人
一
行
が
く
ぐ
る
門
は
お
そ
ら
く
は
陽

明
門
で
大
内
裏
の
東
面
側
に
あ
り
、
絵
巻
で
は
あ
え
て
逆
勝
手
表
現
と
し
て
門

前
の
空
間
を
確
保
す
る
。
そ
の
広
い
空
間
の
中
に
牛
車
と
、
召
具
二
人
が
描
か

れ
る
。
陽
明
門
内
の
三
人
と
あ
わ
せ
て
五
人
が
牛
車
召
具
と
み
ら
れ
、
す
な
わ

ち
車
副
一
人
（
手
綱
近
く
の
白
張
）、
傘
持
・
沓
持
二
人
（
白
張
）、
雨
皮
持
一
人

（
狩
衣
）
で
あ
り
、
沓
を
着
け
狩
衣
の
人
物
は
隨
行
か
、
と
し
て
お
き
た
い
。
鈴

木
敬
三
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
牛
車
は
檳
榔
毛
の
車
で
あ
る
（
25
）。
檳
榔
毛
の
車
は
四
位

以
上
太
上
皇
ま
で
通
用
で
あ
る
が
、『
蛙
抄
（
26
）』
に
よ
れ
ば
乗
用
の
主
人
の
身
分
に

よ
っ
て
車
副
の
人
数
が
こ
ま
か
く
分
け
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
鼻
釻
を
通
し
た
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手
綱
を
牛
の
双
角
に
八
の
字
に
巻
き
付
け
留
め
る
の
は
、
車
副
が
一
人
の
場
合

の
作
法
か
と
も
推
測
さ
れ
（
27
）、
こ
の
場
面
の
車
副
は
手
前
の
白
張
一
人
で
あ
る
。

車
副
が
一
人
で
あ
る
と
確
認
で
き
れ
ば
、
こ
の
牛
車
は
中
納
言
か
宰
相
・
散

位
の
車
輛
で
あ
る
。
延
長
八
年
時
の
中
納
言
と
宰
相
（
参
議
）
に
は
さ
き
の
藤
原

恒
佐
と
源
清
蔭
の
名
前
が
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
、
上
位
の
恒
佐
の
車
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
恒
佐
は
今
ま
さ
に
参
内
中
と
い
う
状
況
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
場
面
の
下
方
、
陽
明
門
を
左
か
ら
く
ぐ
ろ
う
と
す
る
僧
一
行
は
、
上
方

の
牛
車
の
召
具
等
と
は
互
い
に
別
集
団
と
み
え
、
命
蓮
の
加
持
祈
祷
と
は
関
わ

り
が
な
い
よ
う
だ
。
す
な
わ
ち
こ
れ
が
す
で
に
始
行
さ
れ
て
い
た
毎
月
十
八
日

の
仁
寿
殿
観
音
供
（
28
）に
か
か
わ
る
東
寺
僧
一
行
で
あ
る
か
と
想
像
が
つ
く
。

勅
使
蔵
人
の
信
貴
山
行
と
命
蓮
と
の
交
流
の
場
面
は
後
に
ふ
れ
る
と
し
て
、

清
涼
殿
二
場
面
の
う
ち
は
じ
め
の
方
は
、
信
貴
山
寺
か
ら
戻
っ
た
使
者
の
蔵
人

が
、
殿
上
広
廂
に
か
し
こ
ま
り
ひ
か
え
る
公
卿
ら
に
、
命
蓮
と
の
話
の
な
り
ゆ

き
を
報
告
す
る
場
面
で
あ
る
。
縫
腋
束
帯
姿
（
黒
袍
）
は
三
位
以
上
、
例
外
的
に

四
位
の
公
卿
の
服
装
と
さ
れ
る
（
29
）。
こ
の
二
人
の
公
卿
は
、
使
者
の
蔵
人
を
通
じ

て
信
貴
山
寺
に
つ
よ
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
、
先
に
見
た
『
信
貴

山
寺
資
財
宝
物
帳
』
に
記
さ
れ
る
藤
原
恒
佐
と
源
清
蔭
で
あ
ろ
う
と
し
た
い
。

な
お
こ
の
時
恒
佐
は
従
三
位
、
清
蔭
は
正
四
位
下
で
あ
る
か
ら
服
制
に
問
題
は

な
い
。
ま
た
広
廂
南
端
見
参
板
近
く
に
坐
す
公
卿
は
、
さ
ら
に
上
位
の
公
卿
に

し
か
許
さ
れ
な
い
直
衣
姿
で
あ
る
（
30
）。
直
衣
の
著
彩
に
は
銀
泥
が
使
用
さ
れ
高
貴

な
印
象
を
与
え
る
が
、
こ
の
人
物
を
「
帝
の
近
親
者
」
と
想
定
さ
れ
た
の
は
泉

武
夫
氏
で
あ
る
（
31
）。
筆
者
も
同
感
で
、
藤
原
定
方
（
八
七
三
〜
九
三
二
）
が
こ
の
場

に
最
も
相
応
し
い
人
で
あ
る
と
考
え
る
。
定
方
は
『
公
卿
補
任
』
延
長
八
年
条

に
「
右
大
臣
従
二
位
同
（
藤
原
）
定
方
五
十
六
右
大
将
。
十
二
月
十
七
日
転
左
大

将
」
と
あ
り
、
先
の
二
人
恒
佐
と
清
蔭
の
上
役
で
あ
る
。
ま
た
定
方
は
勧
修
寺

流
藤
原
氏
嫡
流
で
、
醍
醐
天
皇
母
（
贈
皇
太
后
）
胤
子
の
弟
で
あ
る
（
醍
醐
天
皇
の

叔
父
）。
醍
醐
天
皇
に
近
侍
し
た
（
32
）。
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
、
恒
佐
と
は
近
い
縁

戚
に
あ
る
（
33
）。
命
蓮
加
持
の
直
後
に
は
、
比
叡
山
に
も
天
皇
御
惱
平
癒
を
祈
ら
せ

た
。
こ
の
命
蓮
延
喜
加
持
は
具
体
的
に
は
恒
佐
や
清
蔭
が
仕
事
を
し
た
と
し
て

も
、
お
そ
ら
く
は
定
方
の
主
導
に
し
た
が
っ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

清
涼
殿
二
回
目
の
場
面
で
は
、
恒
佐
と
思
わ
れ
る
公
卿
が
一
人
広
廂
に
ひ
か

え
る
。
定
方
は
さ
ら
に
奥
、
天
皇
の
近
く
に
あ
っ
て
、
天
皇
の
「
い
か
な
る
人

に
か
」
の
声
を
聞
き
、
御
惱
が
た
ち
ま
ち
に
快
方
に
向
か
う
様
子
に
立
ち
あ
っ

た
人
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
延
喜
加
持
巻
の
語
り
口
が
、「
禁
裏
の
奥
深
く
、

帝
の
寝
所
に
ま
で
近
侍
し
た
」
人
の
も
の
と
い
う
の
が
こ
の
物
語
の
設
定
と
さ

れ
る
が
、
実
際
の
延
喜
加
持
の
事
実
が
勧
修
寺
流
藤
原
氏
の
家
系
に
伝
え
ら
れ
、

絵
巻
企
画
の
際
に
つ
く
り
物
語
化
さ
れ
た
、
と
推
測
す
る
。
清
涼
殿
場
面
に
描

か
れ
る
人
物
が
特
定
の
人
に
比
定
で
き
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
説
話
成

立
の
淵
源
を
示
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
延
喜
加
持
の
実
際
を
知
る

そ
の
家
系
後
裔
の
人
び
と
の
、
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
源
泉
に
も
な

り
得
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
宗
教
文
化
的
な
力
の
核
に
も
な
り
う
る
重
要

な
出
来
事
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
絵
巻
は
勧
修
寺
流
藤
原
氏
に
深
く
関
わ
る
。

暦
日
の
表
現

さ
て
、
清
涼
殿
二
場
面
に
共
通
し
て
描
か
れ
、
問
題
視
さ
れ
て
き
た
の
が
福

山
敏
男
氏
が
「
仁
寿
殿
の
甍
の
西
端
（
34
）」、
鈴
木
敬
三
氏
が
「
火
炬
屋
（
35
）」
と
さ
れ
た

屋
根
先
端
の
突
起
状
の
も
の
で
あ
る
。
描
か
れ
る
位
置
か
ら
判
断
し
て
「
火
炬

屋
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
何
故
信
貴
山
縁
起
絵
巻
の
こ
の
場

面
こ
の
位
置
に
描
か
れ
た
の
か
。
こ
の
火
炬
屋
は
宮
中
で
の
夜
間
の
行
事
に
臨
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時
に
設
置
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
こ
の
清
涼
殿
二
場
面
が
延
長
八
年
八
月
十

九
日
の
数
日
前
か
ら
当
日
の
こ
と
と
す
る
と
、
思
い
う
か
ぶ
の
は
仁
寿
殿
十
八

日
観
音
供
で
あ
る
。
醍
醐
天
皇
御
惱
の
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
、
仁
寿
殿
観
音

供
も
深
更
に
及
び
修
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
や
は
り
陽
明
門
を
く
ぐ
っ
た
の
は
、

東
寺
僧
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
絵
巻
の
清
涼
殿
二
場
面
の
う
ち
は
じ
め
の
方
に
は
、
落
板
敷
の
板

の
線
に
修
正
が
あ
る
。
二
回
目
の
清
涼
殿
図
は
そ
の
修
正
後
の
図
に
し
た
が
っ

て
い
る
。
緻
密
な
こ
の
絵
巻
に
修
正
線
が
あ
る
の
を
疑
問
に
感
ず
る
が
、
こ
の

修
正
に
よ
っ
て
、
清
涼
殿
か
ら
左
に
張
り
出
す
紫
宸
殿
西
北
廊
の
画
面
上
の
角

度
が
少
し
立
つ
。
そ
の
効
果
と
言
え
ば
、
件
の
火
炬
屋
の
先
端
を
画
面
の
少
し

右
側
に
移
動
さ
せ
、
よ
り
さ
り
げ
な
く
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
清
涼
殿

と
火
炬
屋
と
の
平
面
図
上
の
位
置
関
係
は
、『
雲
図
抄
（
36
）』
に
見
え
て
い
て
、
そ
れ

と
延
喜
加
持
巻
の
図
（
俯
瞰
図
）
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
位
置
関
係
が
製
図
上
よ

く
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
紫
宸
殿
西
北
廊
と
火
炬
屋
の
平
面
図
上

の
関
係
を
維
持
し
た
ま
ま
紫
宸
殿
西
北
廊
の
角
度
を
変
え
れ
ば
、
火
炬
屋
屋
根

先
端
の
位
置
は
絵
巻
縦
幅
方
向
に
も
変
化
す
る
。
火
炬
屋
先
端
を
絵
巻
画
面
の

底
辺
に
少
し
覗
く
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
ち
ょ
う
ど
う
ま
く
置
く
た
め
に
、
画
家
の

綿
密
試
行
の
末
に
得
ら
れ
た
構
図
で
あ
る
と
み
た
い
。
す
な
わ
ち
火
炬
屋
の
先

端
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
十
八
日
観
音
供
を
示
し
た
と
解
し
た
い
。

剣
の
護
法
の
役
割
に
つ
い
て
は
松
浦
正
昭
氏
の
指
摘
が
早
い
（
37
）。『
雑
譬
喩

経
』
第
三
十
六
に
は
、
帝
釈
天
が
毘
首
羯
磨
に
金
輪
を
委
ね
、
毘
首
羯
磨
が
毘

沙
門
天
に
、
毘
沙
門
天
が
飛
行
夜
叉
（
剣
の
護
法
）
に
付
し
、
飛
行
夜
叉
が
国
王

に
金
輪
を
与
え
転
輪
聖
王
（
金
輪
聖
王
）
と
な
す
。
飛
行
夜
叉
は
寿
命
尽
き
る
ま

で
金
輪
聖
王
を
守
護
す
る
と
い
う
説
話
が
語
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
説
話
の
わ
が

国
受
容
に
つ
い
て
は
谷
口
耕
生
氏
の
論
考
が
あ
る
（
38
）。
な
お
前
稿
で
ふ
れ
た
『
源

氏
物
語
』
北
山
な
に
が
し
寺
で
金
輪
聖
王
と
な
る
源
氏
の
ス
ト
ー
リ
ー
も
想
起

さ
れ
る
。
絵
に
戻
れ
ば
清
涼
殿
に
現
れ
た
剣
の
護
法
が
、
河
竹
を
し
な
ら
せ
な

が
ら
速
度
を
落
と
し
、
そ
の
乗
雲
の
生
動
感
あ
る
先
端
が
天
皇
近
傍
の
御
簾
几

帳
に
静
か
に
接
近
す
る
様
子
で
あ
る
。
本
来
は
天
界
に
住
む
剣
の
護
法
が
こ
の

娑
婆
世
界
と
接
点
を
持
っ
た
瞬
間
の
表
現
で
あ
り
、
信
貴
山
縁
起
絵
巻
の
全
体

の
テ
ー
マ
と
思
わ
れ
る
神
仏
世
界
と
現
実
世
界
と
の
交
流
を
明
ら
か
に
示
す
象

徴
的
な
場
面
で
あ
る
。
命
蓮
の
加
持
祈
祷
に
信
貴
山
寺
毘
沙
門
天
が
霊
応
し
、

毘
沙
門
天
が
剣
の
護
法
を
醍
醐
天
皇
に
遣
わ
し
、
そ
の
結
果
醍
醐
天
皇
は
金
輪

聖
王
と
な
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
延
喜
加
持
巻
の
主
張
で
あ
る
。

次
の
場
面
は
、
時
間
的
に
は
少
し
遡
る
剣
の
護
法
飛
翔
の
場
面
で
あ
る
。
下

界
に
は
田
園
風
景
が
広
が
り
、
菜
摘
の
女
性
の
近
く
に
は
、
妻
側
に
的
を
描
く

頭
屋
（
39
）や
、
千
木
を
上
げ
る
土
地
神
を
祀
る
神
社
な
ど
が
描
か
れ
る
。
頭
屋
は
社

祭
の
世
話
役
の
家
で
、
こ
の
光
景
は
お
そ
ら
く
収
穫
を
感
謝
す
る
秋
の
社
日

（
秋
社
）
に
ち
な
ん
で
描
か
れ
た
も
の
と
思
う
。
延
長
八
年
の
秋
社
は
八
月
十

七
日
戊
申
で
あ
る
（
40
）。
絵
は
数
日
前
の
社
日
に
ち
な
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
こ
の
絵
巻
は
カ
レ
ン
ダ
ー
的
な
表
現
も
あ
わ
せ
て
示
し
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
、
注
意
す
べ
き
情
報
で
あ
る
。

信
貴
山
寺
の
情
景
（
二
）

こ
こ
で
先
に
保
留
し
た
勅
使
蔵
人
一
行
の
場
に
も
ど
る
。
陽
明
門
前
か
ら
一

行
九
人
が
信
貴
山
寺
に
向
け
大
宮
大
路
を
南
下
す
る
（
画
中
上
昇
す
る
の
は
天
上

世
界
に
向
か
う
如
し
）。
蔵
人
が
斜
め
後
ろ
、
老
堂
童
子
ら
と
大
声
の
噂
話
に
夢

中
に
な
る
従
者
の
一
人
に
一
瞥
を
送
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
場
面
、
上
土
の
築
垣

に
形
の
良
い
松
樹
が
か
ら
む
。
こ
の
松
樹
を
信
貴
山
寺
の
前
触
れ
と
み
た
い
。
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『
万
葉
集
』
に
「
岩
屋
戸
に
立
て
る
松
の
木
」（
三
―
三
〇
九
）
の
歌
が
あ
る
が
、

信
貴
山
寺
に
は
「
岩
窟
」
が
あ
る
の
で
、
こ
の
万
葉
歌
を
引
用
し
絵
に
意
味
を

付
与
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
（
41
）。

こ
れ
に
続
く
の
が
勅
使
蔵
人
一
行
が
山
中
に
入
り
命
蓮
山
房
に
至
る
場
面
で
、

山
影
に
隠
れ
つ
つ
進
行
す
る
様
は
、
源
氏
物
語
絵
巻
関
屋
図
（
徳
川
美
術
館
所

蔵
）
の
源
氏
山
中
行
を
想
起
さ
せ
、
山
容
に
層
状
の
皴
を
重
ね
る
皴
法
に
も
共

通
性
が
あ
る
。
千
野
香
織
氏
は
そ
の
源
流
を
高
句
麗
壁
画
古
墳
舞
踊
塚
、
ま
た

正
倉
院
宝
物
狩
猟
宴
楽
図
捍
撥
絵
に
求
め
ら
れ
た
が
（
42
）、
こ
の
二
例
は
共
に
遠
近

逆
転
の
表
現
で
あ
る
。
絵
巻
の
こ
の
場
面
も
す
で
に
異
界
・
聖
域
で
あ
る
と
い

う
意
味
だ
ろ
う
。
佐
野
み
ど
り
氏
は
「
遠
近
の
ス
ケ
ー
ル
逆
転
が
神
の
領
域
の

象
徴
的
強
意
と
な
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
る
（
43
）。
飛
翔
す
る
剣
の
護
法
の
飛
雲
の
後

方
―
雁
が
飛
ぶ
遠
山
（
信
貴
山
）
は
彼
岸
的
表
現
で
あ
り
、
少
し
先
の
尼
公
巻
巻

末
の
三
山
形
遠
山
は
、
信
貴
山
寺
が
天
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
思
う
（
44
）。

こ
う
し
た
山
水
図
の
わ
が
国
に
お
け
る
早
い
源
流
の
一
つ
に
、
前
に
言
及
し

た
水
無
瀬
庄
絵
図
が
あ
る
。
図
は
水
無
瀬
庄
を
取
り
囲
む
山
容
が
山
頂
を
内
に

し
て
描
か
れ
、
あ
た
か
も
聖
域
を
取
り
囲
む
よ
う
に
連
山
が
描
か
れ
る
。
山
際

や
稜
線
に
沿
っ
て
遠
樹
が
描
か
れ
る
が
、
一
様
な
遠
山
表
現
で
あ
っ
て
山
容
自

体
に
は
遠
近
表
現
が
な
い
。
こ
の
水
無
瀬
庄
絵
図
が
信
貴
山
縁
起
絵
巻
の
山
容

表
現
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
う
き
わ
め
て
特
異
な
印
象
深

い
図
様
で
あ
る
。
そ
の
山
容
に
囲
ま
れ
た
田
畠
が
聖
皇
聖
武
天
皇
に
属
し
た
聖

域
で
あ
る
。
中
に
聖
域
（
神
域
）
が
あ
り
周
辺
に
遠
山
が
め
ぐ
る
と
い
う
概
念
は
、

や
は
り
信
貴
山
寺
の
表
現
に
通
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
水
無
瀬
庄

絵
図
は
、
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
に
勧
修
寺
法
務
寛
信
（
一
〇
八
五
〜
一
一
五

三
）
が
東
大
寺
別
当
と
な
っ
た
と
き
に
、
印
蔵
の
文
書
公
験
絵
図
類
を
修
補
し

て
い
る
の
で
（
45
）、
そ
の
際
に
寛
信
と
そ
の
周
辺
に
よ
っ
て
寓
目
記
憶
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
特
記
し
た
い
。
こ
う
し
た
山
水
図
観
は
平
安
後
期
庄
園
図
に

も
受
容
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
近
く
で
は
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
の
紀
伊
国
神
野

真
国
庄
園
図
（
神
護
寺
所
蔵
）、
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
の
備
中
国
足
守
庄
園
図

（
神
護
寺
所
蔵
）
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
や
は
り
関
屋
図
の
、
逢
坂
関
で
の
空
蝉
と

源
氏
一
行
の
邂
逅
の
場
を
近
景
と
し
ほ
ぼ
三
方
を
山
容
で
囲
む
構
図
が
、
反
転

す
れ
ば
信
貴
山
図
の
構
成
に
近
く
、
そ
の
時
代
の
近
さ
が
よ
く
う
か
が
わ
れ
る
。

さ
て
、
勅
使
蔵
人
一
行
の
二
回
目
の
信
貴
山
行
は
、
秋
草
の
野
か
ら
は
じ
ま

る
。
竜
胆
、
尾
花
、
女
郎
花
を
描
く
。
単
に
秋
の
情
景
と
見
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
定
方
に
「
秋
な
ら
で
逢
ふ
こ
と
か
た
き
を
み
な
へ
し
天
の
河

原
に
生
ひ
ぬ
も
の
ゆ
へ
」（『
古
今
集
』
二
三
二
番
）
が
あ
る
。
一
行
の
左
方
に
は

連
理
樹
に
も
見
え
る
寄
り
添
う
松
樹
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
七
月
七
日
の
校
倉
飛

翔
（
天
照
大
神
勧
請
）
が
延
喜
加
持
と
も
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
よ

う
に
思
う
。
次
の
場
面
は
命
蓮
山
房
で
あ
る
。
こ
こ
で
命
蓮
が
褒
賞
を
拒
む
の

は
頭
陀
行
の
沙
弥
と
い
う
命
蓮
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
表
現
で
あ
る
と
思

う
。
詞
書
に
「
里
へ
出
づ
る
こ
と
も
な
き
聖
」
と
あ
り
、
飛
倉
巻
で
示
さ
れ
た

鶏
足
山
迦
葉
尊
者
が
想
定
さ
れ
る
。
命
蓮
山
房
中
、
命
蓮
の
背
後
に
法
華
経
八

巻
と
思
わ
れ
る
経
巻
が
見
え
、
勅
使
従
者
が
指
差
す
の
は
そ
の
経
巻
で
あ
る
。

竹
村
信
治
氏
に
こ
の
法
華
経
八
巻
に
注
目
し
た
「
絵
語
り
」
の
考
察
が
あ
る
（
46
）。

「
絵
語
り
」
と
は
詞
章
に
よ
る
語
り
の
補
完
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
理

解
し
て
お
き
た
い
。『
信
貴
山
寺
資
財
宝
物
帳
』
に
も
法
華
経
の
存
在
が
記
さ
れ

る
が
、
命
蓮
が
法
華
経
行
者
と
し
て
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
は
、
命
蓮
と

ほ
ぼ
同
時
代
資
料
の
『
僧
妙
達
蘇
生
注
記
（
47
）』
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
っ
て
、

平
安
後
期
の
絵
巻
制
作
当
事
者
に
と
っ
て
も
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。さ

て
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
命
蓮
山
房
が
岩
塊
上
の
懸
崖
造
と
し
て
表
さ
れ
る
。

52
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図
は
尼
公
巻
の
第
二
図
と
全
く
同
図
（
主
要
部
の
線
描
が
重
な
る
）
で
あ
る
。
た

だ
し
見
え
る
範
囲
の
広
さ
の
差
は
あ
る
。
ま
た
尼
公
巻
で
は
閼
伽
棚
も
加
え
る
。

そ
の
表
現
の
違
い
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
こ
こ
で
も
場
面
に
意
味
が
重
ね
て

込
め
ら
れ
、
後
段
の
伏
線
と
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

尼
公
巻

尼
公
巻
の
巻
頭
部
の
詞
書
は
、
信
濃
国
に
住
む
姉
尼
公
が
弟
命
蓮
を
た
ず
ね

て
、
ま
ず
は
命
蓮
が
受
戒
し
た
と
い
う
東
大
寺
あ
た
り
に
行
こ
う
と
出
立
し
た
、

と
い
う
事
情
を
述
べ
る
。
こ
の
間
の
詞
書
は
五
行
か
ら
六
行
ほ
ど
の
わ
ず
か
な

も
の
だ
が
、
絵
は
急
流
に
沿
う
木
曾
路
と
思
わ
れ
る
場
面
（
第
三
紙
〜
第
五
紙
半

ば
）
と
、
歌
枕
に
し
た
が
っ
た
園
原
布
施
屋
と
思
わ
れ
る
図
（
第
五
紙
半
ば
〜
第

八
紙
半
ば
）
の
二
図
を
、
五
紙
半
を
つ
い
や
し
て
描
い
て
い
る
。
詞
書
か
ら
は
押

さ
え
ら
れ
な
い
、
い
わ
ば
別
の
原
理
に
従
っ
て
絵
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思

う
。次

に
続
く
詞
書
は
、
山
階
寺
、
東
大
寺
の
辺
り
を
尋
ね
歩
く
尼
公
の
情
愛
こ

も
る
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
、
心
配
も
あ
る
が
心
地
好
い
書
き
ぶ
り
の
も
の

で
、
約
八
行
分
あ
る
。
絵
は
す
で
に
奈
良
に
近
い
と
思
わ
れ
る
集
落
の
入
口
辺

り
で
老
翁
の
一
家
ら
し
き
人
ら
と
話
す
尼
公
の
場
面
（
第
八
紙
半
ば
〜
第
九
紙
）

と
、
民
家
た
た
き
の
土
間
の
そ
の
土
台
に
坐
し
た
尼
公
が
、
和
や
か
な
表
情
で

市
井
の
人
ら
と
ま
じ
わ
る
場
面
（
第
十
紙
〜
第
十
二
紙
半
ば
）
の
二
図
を
、
ほ
ぼ

四
紙
分
に
描
い
て
い
る
（
48
）。
詞
書
に
は
さ
す
が
に
「
い
か
に
せ
む
、
こ
れ
が
有
様

聞
き
て
こ
そ
帰
り
も
下
ら
め
」
と
や
や
深
刻
な
様
子
も
語
ら
れ
る
が
、
絵
は
あ

く
ま
で
和
や
か
で
あ
る
。
前
の
二
図
と
比
較
す
れ
ば
絵
は
詞
書
に
密
接
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
詞
書
か
ら
知
ら
れ
る
情
報
よ
り
も
多
く
の
も
の

が
埋
め
込
ま
れ
、
そ
の
埋
め
込
ま
れ
た
も
の
の
意
味
か
ら
和
や
か
さ
が
に
じ
み

出
る
よ
う
に
表
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。

信
濃
路
（
木
曾
路
）
九
月
九
日

尼
公
は
信
濃
国
の
人
で
あ
る
。
信
濃
か
ら
奈
良
に
行
こ
う
と
す
る
と
天
竜
川

沿
い
に
伊
那
谷
を
通
る
古
い
道
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
木
曾
川
の
急
流
に
沿
っ

て
開
発
さ
れ
た
『
万
葉
集
』
に
「
信
濃
路
は
今
の
墾
り
道
刈
り
ば
ね
に
足
踏
ま

し
な
む
沓
は
け
我
が
背
」（
十
四
―
三
三
九
九
）
と
あ
る
木
曾
路
を
通
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
。
木
曾
路
は
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
七
月
七
日
に
開
鑿
さ
れ
た
（『
続

日
本
紀
』）。
絵
巻
は
七
月
七
日
を
描
く
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
暦
日
を
想
起

さ
せ
る
た
め
に
歌
枕
に
も
あ
る
木
曾
桟
道
を
描
い
た
、
と
思
う
。

す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
飛
倉
巻
で
は
七
月
七
日
の
出
来
事
が
描
か
れ
、

延
喜
加
持
巻
で
は
八
月
十
九
日
前
後
の
暦
日
が
押
さ
え
ら
れ
る
。
ま
た
後
文
で

指
摘
す
る
よ
う
に
、
尼
公
巻
の
半
ば
、
尼
公
が
集
落
の
人
び
と
と
交
流
し
東
大

寺
に
至
る
場
面
（
第
八
紙
半
ば
〜
第
十
五
紙
）
に
は
、
正
月
七
日
、
三
月
三
日
、
五

月
五
日
の
出
来
事
が
描
か
れ
て
い
る
。
延
喜
加
持
巻
を
勧
修
寺
流
藤
原
氏
の
主

張
を
含
む
つ
く
り
物
語
、
そ
の
ほ
か
を
一
続
き
の
説
話
的
な
物
語
と
す
る
と
、

飛
倉
巻
と
尼
公
巻
は
す
べ
て
節
供
日
（
49
）に
あ
て
表
現
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
再
び
尼
公
巻
巻
頭
の
図
（
第
三
紙
〜
第
五
紙
半
ば
）
を
見
れ
ば
、
そ
こ
に
描

か
れ
る
の
は
七
月
七
日
（
飛
倉
巻
）
の
つ
ぎ
の
節
供
で
あ
る
九
月
九
日
（
重
陽
）

で
あ
る
と
み
た
い
。

重
陽
の
光
景
と
み
る
の
は
、
尼
公
一
行
の
対
岸
に
あ
る
切
り
立
つ
岩
塊
上
に
、

赤
い
実
を
つ
け
る
樹
木
が
描
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
樹
木
を
茱
萸
と
み
た

い
。
九
月
九
日
に
は
「
茱
萸
の
実
の
房
を
頭
髻
に
挿
し
、
悪
気
を
辟
除
し
、
而

53 ���� 24 (2022)
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し
て
初
寒
を
禦
ぐ
」
と
『
陽
羨
風
土
記
』
に
あ
る
由
（
50
）。
わ
が
国
で
も
寛
平
五
年

（
八
九
二
）
宇
多
天
皇
の
重
陽
宴
で
は
、
茱
萸
が
詩
題
と
さ
れ
た
（
51
）。
王
維
に
著
名

な
「
九
月
九
日
憶
山
東
兄
弟
」
や
「
茱
萸
沜
」
が
あ
る
。
王
維
詩
は
「
わ
が
平

安
朝
の
歌
人
た
ち
も
き
っ
と
読
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
」（
小
川
環
樹
氏
（
52
））。
茱

萸
沜
は
王
維
別
墅
�
川
荘
の
急
流
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
峨
々
た
る
岩
塊
に
飛
瀑

急
流
を
描
く
の
は
、
い
か
に
も
唐
宋
風
の
山
水
表
現
で
あ
る
（
53
）。
漢
詩
由
来
の
山

水
風
景
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う
。

牝
馬
之
貞

尼
公
の
乗
る
黒
駒
は
、
信
濃
望
月
の
駒
と
考
え
て
も
良
い
。
ま
た
馬
に
こ
と

寄
せ
て
男
女
の
邂
逅
を
予
見
さ
せ
る
も
の
か
と
も
思
う
（『
万
葉
集
』
七
―
一
二

七
一
）。
馬
に
乗
る
尼
公
の
両
手
（
手
袋
の
）
甲
に
は
黄
葉
様
の
文
様
が
描
い
て

あ
る
。
目
指
す
べ
き
方
角
が
黄
葉
の
竜
田
（
す
な
わ
ち
西
南
・
未
申
）
で
あ
る
と

い
う
意
味
か
。
こ
の
時
点
で
、
す
で
に
尼
公
の
往
く
べ
き
場
所
方
角
が
示
さ
れ

て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
上
、
詞
書
に
は
、「
ひ
つ
じ
さ
る
」
が
三
度
あ
ら
わ

れ
る
（『
古
本
説
話
集
』
も
考
慮
）。
こ
れ
は
「
物
語
の
展
開
の
上
で
の
重
要
句
で

あ
り
（
54
）」、
単
に
方
角
を
表
す
機
能
だ
け
を
持
っ
た
語
詞
と
は
思
わ
れ
な
い
。
未

申
は
八
卦
の
坤
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
方
角
を
表
す
未
申
は
方
角
を
表
す
坤

と
同
義
だ
が
、
坤
は
ま
た
八
卦
（
六
十
四
卦
）
の
一
つ
で
あ
っ
て
、『
易
経
』
上
の

多
く
の
意
味
を
担
う
。
絵
巻
で
は
未
申
が
『
易
経
』
の
坤
を
導
き
出
し
て
い
る

と
考
え
た
い
。

す
な
わ
ち
、
手
の
甲
に
竜
田
（
未
申
）
を
表
す
尼
公
は
坤
の
象
徴
と
な
る
。

『
易
経
』
六
十
四
卦
の
坤
は
、
卦
辞
に
「
坤
は
、
元
い
に
亨
る
。
牝
馬
の
貞
に

利
ろ
し
。
君
子
往
く
と
こ
ろ
あ
る
に
、（
中
略
）
西
南
に
は
朋
を
得
、
東
北
に
は

朋
を
喪
う
に
利
ろ
し
。
貞
に
安
ん
ず
れ
ば
吉
な
り
」
と
あ
る
（
55
）。
彖
伝
に
は
こ
れ

を
解
説
し
て
、
牝
馬
の
脚
力
の
す
こ
や
か
さ
を
云
い
、
牝
馬
の
よ
う
な
従
順
利

貞
の
徳
こ
そ
は
、
君
子
た
る
者
の
行
動
の
範
と
す
べ
き
と
あ
り
、
ま
た
西
南
は

陰
の
方
位
で
あ
っ
て
そ
こ
に
は
牝
馬
の
徳
を
も
っ
て
至
る
べ
き
で
あ
る
、
と
あ

る
。
尼
公
は
西
南
方
角
に
往
く
べ
き
人
で
あ
り
、
往
く
に
は
牝
馬
を
用
い
る
の

が
相
応
し
い
。
絵
か
ら
見
て
も
こ
の
黒
駒
を
牝
馬
と
す
る
の
に
違
和
感
は
な
い
。

こ
こ
に
、
信
貴
山
縁
起
絵
巻
と
『
易
経
』
の
接
点
が
示
さ
れ
て
い
る
と
み
た
い
。

園
原
布
施
屋
十
一
月
中
冬
至

つ
ぎ
の
場
面
（
第
五
紙
半
ば
〜
第
八
紙
半
ば
）
は
、
歌
枕
園
原
布
施
屋
と
さ
れ

る
図
で
あ
る
（
56
）（

井
上
泰
氏
）。
坂
上
是
則
の
「
園
原
や
ふ
せ
屋
に
お
ふ
る
帚
木
の

あ
り
と
は
見
え
て
あ
は
ぬ
君
か
な
」（『
新
古
今
集
』
九
九
七
、『
古
今
六
帖
』
三
〇
一

九
）
を
踏
ま
え
る
。「
帚
木
」
は
「
信
濃
な
る
園
原
に
こ
そ
あ
ら
ね
ど
も
我
は
ゝ

き
木
と
い
ま
は
た
の
ま
ん
」（『
後
拾
遺
和
歌
集
』
一
一
二
七
、
平
正
家
）
と
あ
る
よ

う
に
「
母
」
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
れ
は
前
の
坤
の
象
で
あ
る
母
と
も
一
致
し
て
、

尼
公
に
母
を
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
母
の
イ
メ
ー
ジ
は
さ
ら
に
「
国

母
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
ま
で
至
る
。『
栄
花
物
語
』
駒
競
べ
の
行
幸
に
「
大
后
の
宮

（
彰
子
）、
天
の
下
に
三
笠
山
と
戴
か
れ
給
ひ
、
日
の
本
に
は
、
箒
木
と
立
ち
栄

え
お
は
し
ま
し
て
よ
り
（
57
）」
と
あ
り
、
箒
木
が
国
母
藤
原
彰
子
に
喩
え
ら
れ
て
い

る
。さ

て
こ
の
場
面
の
暦
日
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
二
十
四
節
気
十
一
月
中
冬
至
で

あ
る
と
み
た
い
。
門
の
柳
樹
が
枯
れ
果
て
て
い
か
に
も
寒
々
と
し
た
冬
景
で
あ

る
。
こ
の
冬
至
も
ま
た
節
供
日
で
あ
る
（
58
）。『
宋
書
』
に
よ
る
と
、「
冬
至
の
朝
賀

享
祀
は
、
皆
な
元
日
の
儀
の
如
し
。
又
た
履
襪
を
進
む
」（『
初
学
記
』
巻
四
所

54
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引
）
と
あ
る
が
（
59
）、
尼
公
が
毛
沓
を
脱
ぐ
し
ぐ
さ
を
す
る
の
は
こ
の
冬
至
の
「
履

襪
を
進
む
」
に
ち
な
み
、
履
き
物
を
新
に
替
え
る
表
現
と
み
る
。
従
者
が
指
差

し
示
す
の
は
、
冬
至
の
日
没
方
向
で
あ
る
西
南
方
角
だ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
尼
公
の

後
背
の
須
弥
壇
と
礼
盤
は
、
西
（
絵
巻
画
面
の
左
上
を
「
西
」
と
み
る
）
を
背
に
東

を
向
い
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
祀
ら
れ
る
尊
像
は
阿
弥
陀
如
来
像
に
相
違

な
い
。
画
中
に
は
信
濃
梨
も
描
か
れ
て
い
て
、
阿
弥
陀
如
来
は
信
濃
国
善
光
寺

本
尊
を
暗
示
す
る
。
こ
の
場
面
は
尼
公
と
善
光
寺
本
師
阿
弥
陀
如
来
と
の
近
し

い
関
係
を
示
し
た
場
面
と
み
ら
れ
、
尼
公
の
意
味
と
位
置
付
け
を
考
え
る
と
き

に
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

阿
弥
陀
如
来
を
祀
る
べ
き
毎
月
十
五
日
は
こ
こ
で
は
十
一
月
十
五
日
で
、
冬

至
に
近
い
。
若
い
男
女
が
運
ぶ
灯
明
と
火
鉢
（
香
爐
）
は
阿
弥
陀
仏
供
養
の
た
め

と
み
ら
れ
る
。

ま
た
仏
堂
の
縁
に
置
か
れ
る
米
俵
は
、
新
嘗
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
新

嘗
（
祭
）
は
天
照
大
神
の
重
要
な
祭
祀
と
し
て
記
紀
に
見
え
（
60
）、
飛
鳥
時
代
以
降

に
は
十
一
月
卯
日
に
行
わ
れ
た
（
61
）。

な
お
、
左
下
の
つ
つ
み
井
の
水
が
あ
ふ
れ
る
の
は
、
二
十
四
節
気
冬
至
に
配

さ
れ
る
七
十
二
候
の
「
水
泉
動
」
に
あ
た
る
と
み
た
い
。
以
上
の
よ
う
に
こ
の

場
面
を
十
一
月
中
冬
至
と
み
て
誤
り
は
な
い
と
思
う
。

人
日
正
月
七
日

一
つ
な
が
り
の
集
落
場
面
の
そ
の
前
半
部
分
（
第
八
紙
半
ば
〜
第
十
紙
半
ば
）

を
見
る
。
集
落
入
口
の
小
祠
は
逆
勝
手
に
描
か
れ
そ
の
左
に
広
場
を
作
る
。
こ

の
空
間
に
は
七
人
の
人
た
ち
が
描
か
れ
て
い
て
に
ぎ
や
か
だ
が
、
左
方
の
民
家

の
入
口
に
立
つ
小
児
が
ほ
ぼ
裸
に
近
い
姿
で
箸
と
お
椀
を
持
つ
の
に
注
目
し
た

い
。
次
の
場
面
は
三
月
三
日
と
み
ら
れ
る
か
ら
こ
こ
は
そ
れ
よ
り
遡
る
は
ず
で
、

人
日
正
月
七
日
と
み
て
、
童
子
が
左
手
に
持
つ
の
は
（
見
せ
て
い
る
の
は
）
人
日

の
七
種
粥
で
あ
ろ
う
。
小
南
一
郎
氏
に
よ
る
と
、
人
日
は
西
王
母
と
も
か
か
わ

る
重
要
日
で
、
穀
物
の
豊
作
を
予
祝
す
る
日
で
あ
る
（
62
）。
ま
た
西
王
母
に
由
来
す

る
「
華
勝
」
を
作
り
贈
り
物
に
す
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
さ
す
が
に
華
勝
ら
し

き
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
正
倉
院
宝
物
の
「
人
勝
（
63
）」
に
裸
の
童
子
が
描
か
れ
る

こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
画
家
が
こ
れ
を
知
っ
て
お
り
あ
え
て
童
子
を
描
き
加

え
た
か
と
想
像
し
た
い
。
醍
醐
天
皇
の
時
代
に
は
人
日
七
種
粥
は
確
認
で
き

『
枕
草
子
』
に
も
ふ
れ
ら
れ
る
由
で
、
平
安
後
期
に
は
良
く
知
ら
れ
た
節
供
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
（
64
）、
こ
こ
で
は
中
国
に
お
け
る
原
義
を
も
想
像
さ
せ
る
描

き
ぶ
り
か
と
み
て
お
き
た
い
。
な
お
、
正
月
七
日
節
供
は
そ
の
半
年
後
の
七
月

七
日
節
供
と
織
女
三
星
や
西
王
母
を
介
在
に
関
係
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
65
）。

さ
て
尼
公
、
尼
公
の
従
者
、
村
の
老
翁
は
三
人
と
も
に
杖
を
持
ち
な
が
ら
和

や
か
な
雰
囲
気
で
話
し
て
い
る
。
三
人
が
杖
を
持
つ
の
は
正
月
上
卯
日
の
「
卯

杖
」
に
ち
な
む
と
推
測
し
た
い
（
66
）。
尼
公
は
命
蓮
の
行
方
を
尋
ね
る
様
子
だ
が
、

そ
の
手
の
甲
に
あ
る
黄
葉
文
様
は
、
目
指
す
べ
き
方
角
が
西
南
で
あ
る
と
す
で

に
示
し
て
い
る
（
前
述
）。
ま
た
尼
公
と
そ
の
従
者
の
着
衣
を
よ
く
見
れ
ば
、
尼

公
上
衣
の
襟
元
か
ら
両
前
腕
に
続
く
細
い
衣
文
線
の
パ
タ
ー
ン
や
、
従
者
の
左

手
上
の
腕
組
み
か
ら
腹
前
に
引
か
れ
た
衣
文
線
と
そ
れ
に
続
く
杖
の
描
線
が
、

と
も
に
「
羊
」
字
に
見
え
て
し
か
た
が
な
い
（
後
者
は
小
篆
）。
も
し
「
羊
」
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
当
人
（
主
人
尼
公
）
の
生
気
方
が
坤
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
て
、

こ
れ
も
西
南
で
あ
る
（
67
）。

な
お
、
こ
の
場
面
は
陰
陽
和
合
の
隠
喩
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
68
）。
論
者
の
言
わ
れ

る
「
陰
陽
和
合
」
と
は
意
味
が
異
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
筆
者
は
、
陰
陽
の

と
ら
え
方
（『
易
経
』
の
考
え
方
）
が
尼
公
巻
に
応
用
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
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後
段
に
お
い
て
少
し
ふ
れ
た
い
。
な
お
問
題
の
老
翁
後
背
の
異
形
石
は
正
倉
院

宝
物
に
散
見
の
形
状
で
、
人
勝
同
様
、
画
家
の
古
代
絵
画
研
究
の
跡
が
み
え
る

所
で
あ
る
。
こ
の
異
形
石
は
、
老
翁
が
じ
つ
は
仙
人
で
あ
る
と
示
す
記
号
と
み

て
、
つ
ま
り
信
貴
山
寺
千
手
観
音
の
眷
属
婆
藪
仙
の
姿
を
見
せ
た
か
と
解
し
た

い
。
な
お
老
翁
が
持
す
蒲
葵
扇
は
醍
醐
寺
修
験
峰
入
の
折
の
持
ち
物
に
酷
似
す

る
由
、
鈴
木
敬
三
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
69
）。
ま
た
何
気
な
く
描
か
れ
る
小
祠

前
の
赤
い
丸
石
は
、
お
そ
ら
く
宝
珠
を
意
味
し
、
後
に
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に

天
照
大
神
を
象
徴
す
る
。

水
汲
み
と
洗
濯

次
ぎ
に
進
む
と
（
第
十
紙
）
、
大
路
沿
い
の
水
汲
み
場
と
洗
濯
場
に
女
性
が
二

人
、
奥
の
畠
に
菜
摘
み
の
女
性
一
人
が
い
る
。
千
野
香
織
氏
は
、
こ
の
場
面
を

『
法
華
経
』
提
婆
品
反
映
の
場
面
と
さ
れ
、
亀
井
若
菜
氏
は
行
基
歌
「
法
華
経

を
我
が
得
し
事
は
た
き
木
こ
り
菜
摘
み
水
汲
み
仕
へ
て
ぞ
得
し
」（『
拾
遺
和
歌

集
』
一
三
四
六
）
に
言
及
し
、
そ
の
説
を
支
持
補
強
さ
れ
た
（
70
）。「
菜
摘
み
」
を
取
り

込
ん
だ
行
基
歌
は
、
絵
巻
の
こ
の
場
面
に
よ
く
合
致
す
る
の
で
、
筆
者
も
同
意

し
た
い
。
こ
の
歌
謡
は
、『
三
宝
絵
』
法
宝
一
八
（
大
安
寺
栄
好
段
）
に
初
出
し
法

華
八
講
五
巻
日
の
歌
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。

洗
濯
場
面
の
意
味
で
あ
る
が
、
一
つ
に
「
上
巳
の
禊
」
が
あ
る
。
小
南
一
郎

氏
に
よ
れ
ば
、『
続
漢
書
』（
後
漢
書
礼
儀
志
上
）
に
、「
三
月
上
巳
に
東
の
流
水
の

ほ
と
り
で
禊
を
す
る
。
こ
れ
を
洗
濯
と
い
う
」
と
あ
る
（
71
）。「
洗
濯
」
の
語
は
長
元

八
年
（
一
〇
三
五
）
文
書
に
確
認
で
き
る
か
ら
（
72
）、
信
貴
山
縁
起
絵
巻
の
時
代
に
三

月
上
巳
（
以
下
三
月
上
巳
を
三
月
三
日
と
記
す
）
に
洗
濯
を
掛
け
る
こ
と
は
で
き

る
。
次
に
は
、『
万
葉
集
』
の
洗
濯
を
詠
う
歌
「
洗
い
衣
取
替
川
の
川
淀
の
淀
ま

む
心
思
ひ
か
ね
つ
も
」（
十
二
―
三
〇
一
九
）
に
注
目
す
る
。
取
替
川
を
大
和
富
雄

川
と
解
し
（
73
）、『
拾
遺
和
歌
集
』
の
「
い
か
る
が
や
と
み
の
を
河
の
た
え
ば
こ
そ
我

が
大
君
の
御
名
を
わ
す
れ
め
」（
一
三
五
一
歌
）
の
聖
徳
太
子
・
片
岡
山
飢
人
譚

に
思
い
が
至
れ
ば
、
前
の
行
基
歌
に
も
結
び
つ
い
て
（
行
基
に
も
片
岡
山
飢
人
譚

に
関
わ
る
聖
徳
太
子
信
仰
が
あ
る
の
で
）、
後
段
の
東
大
寺
場
面
を
導
く
伏
線
に

も
な
り
得
る
と
思
う
。

桃
花
三
月
三
日

こ
の
大
路
沿
い
に
は
寄
生
木
あ
る
松
樹
老
木
二
株
が
あ
り
、
そ
れ
に
接
し
て

桃
樹
三
株
も
あ
る
（
74
）。
こ
の
桃
樹
に
よ
っ
て
季
節
が
明
ら
か
に
わ
か
る
。
晩
春
で

あ
る
。「（
三
月
）
三
日
三
千
年
に
生
る
て
ふ
桃
の
今
年
よ
り
花
咲
春
に
な
り
ぞ

し
に
け
る

忠
岑
」（『
古
今
和
歌
六
帖
』
五
八
）
と
あ
る
和
歌
が
あ
り
（
75
）、『
落
窪
物

語
』
の
屛
風
歌
に
も
、「
三
月
三
日
、
桃
の
花
咲
き
た
る
を
人
を
れ
り
」
の
詞
書

で
「
三
千
と
せ
に
な
る
て
ふ
桃
の
花
ざ
か
り
を
り
て
か
ざ
さ
ん
君
が
た
ぐ
ひ

に
」
と
歌
詠
が
あ
る
（
76
）。
桃
花
は
三
月
三
日
に
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
了

解
さ
れ
る
。
ま
た
、「
は
は
こ
摘
む
弥
生
の
月
に
な
り
ぬ
れ
ば
ひ
ら
け
ぬ
ら
し

な
我
が
宿
の
桃
」（
好
忠
集
・
六
三
）
と
も
詠
わ
れ
、
桃
の
あ
る
畠
で
摘
ま
れ
る

菜
は
母
子
草
（
御
形
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
日
の
母
子
餅
の
た
め
の
菜
で
あ
る
か

ら
、
絵
巻
に
描
か
れ
た
こ
の
日
は
三
月
三
日
節
供
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

明
確
に
わ
か
る
。
こ
の
設
定
は
尼
公
と
集
落
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
は
さ
ん
で
、

家
並
の
終
わ
り
の
部
分
（
第
十
二
紙
半
ば
）
ま
で
同
様
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

さ
て
便
宜
話
を
さ
き
に
進
め
る
と
、
こ
の
集
落
が
過
ぎ
て
次
の
場
面
（
第
十

二
紙
後
半
〜
第
十
三
紙
）
は
、「
木
々
は
緑
の
盛
り
で
、
も
は
や
夏
（
77
）」
で
あ
り
、
す

な
わ
ち
季
節
は
新
緑
の
初
夏
四
月
で
あ
ろ
う
か
。
山
道
は
五
月
雨
の
は
し
り
に

56
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ぬ
か
る
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
つ
づ
い
て
現
れ
る
大
仏
殿
図
（
第
十
四

紙
〜
第
十
六
紙
初
め
）
に
は
、
仏
殿
中
に
尼
公
が
参
籠
す
る
印
象
的
な
場
面
が
描

か
れ
る
。
詳
細
は
後
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
こ
の
尼
公
が
大
仏
殿
裡
に

何
の
躊
躇
も
な
く
入
り
、
大
仏
と
会
話
を
す
る
意
味
を
考
え
た
い
。
阿
部
泰
郎

氏
は
「
仏
神
と
人
と
の
神
秘
な
交
信
の
回
路
が
開
か
れ
る
、
特
別
な
時
空
の
中

の
出
来
事
（
78
）」
と
解
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
信
貴
山
縁
起

絵
巻
が
成
立
す
る
以
前
の
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
に
、『
東
大
寺
要
録
』
が
成
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
79
）。
そ
の
『
東
大
寺
要
録
』
に
は
「
大
神
宮
禰
宜
延
平
日
記
」

を
引
い
て
、
東
大
寺
大
仏
と
天
照
大
神
と
の
習
合
が
明
記
さ
れ
る
（
80
）。
す
な
わ
ち

「
毘
盧
遮
那
仏
（
大
仏
）＝

大
日
如
来
と
天
照
大
神
の
習
合
が
確
認
さ
れ
る
（
81
）」。

こ
の
大
仏
と
天
照
大
神
の
習
合
が
、
絵
巻
大
仏
殿
の
シ
ー
ン
に
反
映
し
て
い
る

と
み
た
い
。
大
仏
殿
シ
ー
ン
の
尼
公
は
、
天
照
大
神
の
聖
霊
を
可
視
化
し
た
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
仏
は
月
輪
中
に
描
か
れ
る
よ
う
に
見
え
、
こ
れ
は

本
地
仏
鏡
像
の
姿
に
近
い
（
82
）。
す
な
わ
ち
本
地
垂
迹
の
図
像
化
で
あ
る
。

尼
公
と
天
照
大
神
と
の
関
係
を
確
認
し
た
上
で
も
と
の
場
面
で
あ
る
三
月
三

日
（
第
十
紙
、
第
十
一
紙
）
に
返
る
と
、
三
月
三
日
は
先
蚕
儀
礼
の
日
で
も
あ
る

こ
と
が
注
意
さ
れ
る
（
83
）。
先
蚕
儀
礼
は
時
の
皇
后
が
主
催
す
る
こ
と
も
注
意
し
て

お
い
て
良
い
。
尼
公
が
土
間
先
に
坐
る
そ
の
和
や
か
な
姿
に
何
か
話
し
か
け
る

の
は
、
青
色
染
糸
を
繰
る
女
性
で
あ
る
。
染
糸
は
お
そ
ら
く
絹
で
あ
り
、
こ
の

家
は
養
蚕
を
家
業
（
唐
猫
は
そ
の
守
り
）
と
し
た
農
家
だ
ろ
う
。
一
方
、
天
照
大

神
が
蚕
神
で
も
あ
る
こ
と
は
記
紀
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
（
84
）。
こ
の
場
面
は
、
蚕

神
・
機
織
神
た
る
天
照
大
神
（
尼
公
の
姿
を
し
た
天
照
大
神
）
の
一
面
が
あ
ら
わ

さ
れ
て
い
る
と
み
た
い
。

次
に
桃
樹
に
つ
い
て
再
度
考
え
る
。
桃
は
西
王
母
と
強
く
結
び
つ
く
。
三
月

三
日
の
桃
が
西
王
母
の
連
想
を
生
む
こ
と
は
前
記
し
た
。
小
南
一
郎
氏
に
よ
る

と
、
三
千
年
の
桃
は
、
西
王
母
が
漢
武
帝
に
与
え
た
も
の
で
、『
博
物
志
』
や

『
漢
武
故
事
』（
魏
晋
南
北
朝
期
に
成
立
）
に
云
う
、
七
月
七
日
夜
（
七
夕
）
に
紫

雲
の
車
で
漢
武
帝
を
訪
れ
た
西
王
母
の
物
語
に
し
た
が
っ
て
い
る
（
85
）。
西
王
母
は

漢
武
御
殿
の
西
側
に
到
着
し
、
南
面
東
向
に
坐
り
、
武
帝
は
東
面
西
向
き
に
坐

る
。
西
王
母
は
持
参
の
桃
を
漢
武
と
分
け
て
食
べ
る
。
こ
の
桃
は
三
千
年
に
一

度
し
か
実
が
成
ら
な
い
と
い
う
。
王
権
護
持
と
も
と
れ
る
物
語
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
仁
海
（
九
五
一
〜
一
〇
四
六
）
の
『
小
野
六
帖
』
に
も
こ
の
物
語
の
梗
概

が
載
せ
ら
れ
（
86
）、
真
言
宗
小
野
流
に
も
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
結
局
、

三
千
年
の
桃
は
三
月
三
日
に
掛
け
ら
れ
な
が
ら
、
七
月
七
日
七
夕
を
も
指
し
示

す
。
西
王
母
・
漢
武
帝
譚
が
七
夕
譚
に
近
づ
く
。
わ
が
国
で
は
藤
原
房
前
（
六
八

一
〜
七
三
七
）
の
七
夕
詩（『
懐
風
藻
（
87
）』）や
大
江
以
言（
九
五
五
〜
一
〇
一
〇
）の
七
夕
詩
序
（
88
）

に
西
王
母
の
イ
メ
ー
ジ
が
現
れ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
西
王
母
は
頭
冠
に
「
勝
」

を
着
け
、
そ
の
「
勝
」
と
は
「
機
」
を
示
す
か
ら
、
西
王
母
と
織
女
と
は
本
来

近
い
（
89
）。
な
お
絵
巻
に
返
れ
ば
こ
の
場
面
、
三
株
目
の
桃
樹
に
は
そ
の
奥
に
朝
顔

が
隠
さ
れ
て
い
て
（
桃
樹
に
重
な
っ
て
描
か
れ
る
）、
朝
顔
の
漢
名
は
「
牽
牛
子
（
90
）」

だ
か
ら
、
や
は
り
強
く
七
夕
を
も
指
し
示
す
場
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
天
照
大
神
は
と
い
え
ば
前
記
の
ご
と
く
機
織
神
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
万

葉
集
』
に
よ
っ
て
み
る
と
、
高
天
原
安
の
川
と
天
の
川
（
天
漢
）
と
が
習
合
し
て

お
り
、
し
た
が
っ
て
天
照
大
神
は
七
夕
織
女
神
と
習
合
視
さ
れ
て
い
た
か
と
思

わ
れ
る
（
91
）。
三
月
三
日
の
場
面
で
、
尼
公
と
桃
樹
が
隣
接
し
描
か
れ
る
の
は
、
桃

樹
が
西
王
母
・
織
女
を
象
徴
し
、
一
方
尼
公
（
天
照
大
神
）
が
蚕
神
・
機
織
神
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
結
局
、
天
照
大
神
は
七
夕
と
も
強
い
関
係

に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
信
貴
山
縁
起
絵
巻
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
つ
だ
と
思
う
。

こ
の
結
論
が
校
倉
が
七
月
七
日
に
飛
翔
す
る
理
由
で
あ
る
。
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陶
淵
明
『
桃
花
源
詩

記
』

『
万
葉
集
』
に
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）、
大
伴
池
主
が
「
晩
春
三
日
の
遊

覧
」
を
詠
う
七
言
詩
が
あ
る
（
十
七
―
七
言
晩
春
遊
覧
）。
三
月
上
巳
の
日
、
桃
花

頰
を
照
ら
し
光
和
ら
ぐ
春
の
雰
囲
気
の
中
で
、
陶
淵
明
『
桃
花
源
詩
』
を
導
き

出
し
つ
つ
詠
う
（
92
）。
絵
巻
の
桃
花
咲
く
場
面
や
尼
公
の
お
だ
や
か
な
表
情
は
、
こ

の
万
葉
歌
を
想
い
浮
か
べ
さ
せ
る
。
さ
ら
に
伊
藤
大
輔
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
、
こ
の
場
面
（
第
八
紙
〜
第
十
二
紙
半
ば
）
に
は
、
た
し
か
に
『
桃
花
源
詩

記
（
93
）』

が
反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「『
桃
花
源
詩

記
』
に
は
桃
花
、

良
田
、
桑
竹
、
鶏
犬
な
ど
の
字
句
が
現
れ
る
が
、
絵
巻
に
は
桃
、
畠
、
竹
、
犬

な
ど
の
モ
チ
ー
フ
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
（
94
）」。
こ
の
他
に
も
、『
桃
花
源
詩
』
に

み
え
る
春
蚕
、
童
孺
、
斑
白
も
画
中
に
あ
る
。『
桃
花
源
詩
』
の
詩
句
に
は
、
ほ

か
に
「
春
蚕
収
長
絲

秋
熟
靡
王
税
」
と
も
あ
る
。
春
蚕
に
対
応
す
る
秋
熟

（
稲
）
は
、
描
か
れ
て
は
い
な
い
が
尼
公
（
天
照
大
神
）
の
穀
霊
が
こ
れ
を
象
徴

す
る
。
筆
者
も
、
こ
の
場
面
と
『
桃
花
源
詩
』
と
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
考

え
た
い
。
天
照
大
神
で
も
あ
る
尼
公
が
村
落
中
に
身
近
に
描
か
れ
る
と
い
う
、

ま
さ
に
和
光
同
塵
の
神
仙
境
と
み
ら
れ
る
。

『
桃
花
源
詩
』
か
ら
さ
ら
に
情
報
が
得
ら
れ
な
い
か
。
そ
こ
で
詩
中
の
四
句

「
草
栄
識
節
和

木
衰
知
風
厲

雖
無
紀
歴
志

四
時
自
成
歲
」（
草
の
栄
て
節

の
和
す
る
を
識
り

木
の
衰
え
て
風
の
厲
た
き
を
知
る

紀
歴
の
志
無
し
と
雖
も

四

時
、
自
の
ず
か
ら
歳
を
成
す
（
95
））
に
注
目
し
た
い
。
一
海
氏
注
に
よ
る
と
、
こ
の
部
分
、

『
論
語
』
陽
貨
篇
に
「
天
何
言
哉

四
時
行
焉

百
物
生
焉

天
何
言
哉
」
と

あ
る
の
と
関
連
し
て
い
る
。
四
季
の
変
遷
は
形
而
上
的
で
あ
る
。『
桃
花
源

詩
』
に
詠
わ
れ
る
内
容
は
、
さ
ら
に
遡
る
古
典
に
も
淵
源
す
る
深
遠
な
意
味
を

含
む
と
思
わ
れ
る
。

東
大
寺
へ

尼
公
に
吠
え
か
か
る
の
は
織
女
に
有
縁
の
犬
（
徳
興
里
古
墳
例
）
か
も
知
れ
な

い
が
、
こ
こ
で
は
万
葉
歌
に
「
我
が
待
つ
君
を
犬
な
吠
え
そ
ね
」（
一
三
―
三
二

七
八
）
と
あ
る
の
を
想
像
し
た
い
。
別
の
「
相
見
て
は
千
歳
や
去
ぬ
る
否
を
か
も

我
や
然
思
ふ
君
待
ち
が
て
に
」（
一
四
―
三
四
七
〇
）
は
、
人
を
待
ち
か
ね
る
歌
に

犬
（
伊
奴＝

去
ぬ
）
を
ひ
そ
ま
せ
た
か
、
な
ど
と
想
像
す
る
。
さ
ら
に
左
の
男
性

は
「
犬
飼
」
で
あ
り
、
犬
飼
星
と
み
れ
ば
牽
牛
で
あ
る
（
96
）。
姉
尼
公
を
は
さ
ん
で

近
傍
に
牽
牛
子
が
隠
れ
描
か
れ
て
も
い
る
の
で
、
こ
こ
で
も
犬
と
犬
飼
で
七
夕

を
暗
示
す
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
の
よ
う
な
想
像
を
誘
う
場
面
で
あ
る
。
い
っ

た
い
信
貴
山
縁
起
絵
巻
の
絵
は
き
わ
め
て
雄
弁
で
あ
る
。
絵
が
歌
を
さ
そ
い
、

物
語
を
語
ら
せ
、
鑑
賞
者
自
身
と
絵
と
の
ユ
ニ
ー
ク
な
関
係
を
作
り
上
げ
る
。

次
ぎ
に
、
こ
の
家
並
の
連
な
り
に
あ
る
竹
を
「
さ
す
竹
」
と
み
て
、
万
葉
歌

の
「
さ
す
竹
の
大
宮
人
の
家
と
住
む
佐
保
の
山
を
ば
思
ふ
や
も
君
」（
六
―
九
五

五
）
を
想
起
し
て
み
た
い
。
佐
保
の
山
が
東
大
寺
を
象
徴
す
る
と
み
れ
ば
、
こ

の
竹
は
つ
ぎ
の
東
大
寺
の
場
面
を
引
き
出
す
こ
と
に
な
る
。
じ
つ
は
前
述
し
た

よ
う
に
、
東
大
寺
を
示
す
伏
線
は
す
で
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
村
落
大
路
の
松

樹
・
桃
花
、
菜
摘
み
水
汲
み
、
さ
ら
に
洗
濯
の
場
面
は
、
聖
徳
太
子
と
行
基
を

導
き
出
し
、『
日
本
霊
異
記
（
97
）』
を
介
し
て
、
こ
の
二
人
が
東
大
寺
へ
と
イ
メ
ー
ジ

を
繋
げ
て
い
た
。
周
到
な
準
備
だ
と
思
う
。
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大
仏
殿
（
一
）

尼
公
が
奈
良
坂
を
超
え
る
と
、
東
大
寺
で
あ
る
。
尼
公
は
左
上
が
り
の
坂
道

を
上
り
、
神
域
へ
と
入
る
。
遠
近
逆
転
表
現
が
あ
り
、
こ
こ
は
す
で
に
異
界
で

あ
る
。
つ
ぎ
に
は
圧
倒
的
な
姿
の
大
仏
殿
が
描
か
れ
る
。

大
仏
殿
は
、
左
右
か
ら
の
斜
投
象
の
合
成
で
正
面
観
に
表
さ
れ
、
そ
の
俯
瞰

の
角
度
は
絵
巻
中
最
も
小
さ
い
。
ち
な
み
に
当
麻
曼
荼
羅
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、

俯
瞰
角
度
は
よ
り
小
さ
く
（
緩
い
）、
斜
投
象
角
度
は
か
な
り
強
い
（
角
度
が
立
つ
（
98
））。

と
こ
ろ
で
大
仏
殿
図
は
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
兵
火
焼
失
以
前
の
姿
、
す

な
わ
ち
天
平
創
建
の
大
仏
殿
の
姿
を
伝
え
る
と
さ
れ
て
き
た
。「
天
平
の
大
仏

殿
は
桁
行
七
間
、
梁
行
三
間
の
母
屋
の
周
囲
に
庇
を
め
ぐ
ら
し
、
さ
ら
に
裳
階

を
加
え
た
も
の
で
、
柱
間
は
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
に
正
面
中
央
三
〇
尺
、
左

右
へ
二
九
尺
（
二
間
）、
二
六
尺
、
二
三
尺
（
二
間
）」
で
あ
る
（
99
）。
こ
れ
に
従
え
ば
、

大
仏
殿
図
の
扉
部
分
が
母
屋
の
桁
行
に
対
応
し
、
白
壁
の
二
間
が
庇
と
裳
階
に

対
応
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
絵
巻
に
み
え
る
柱
間
隔
は
、『
七
大
寺
巡
礼
私

記
』
の
記
録
と
比
例
的
に
良
く
合
う
。

た
だ
、
柱
間
隔
と
密
接
に
関
係
す
る
扉
口
の
大
き
さ
に
つ
い
て
福
山
敏
男
氏

は
、「
内
法
の
幅
は
約
二
四
尺
、
高
さ
は
三
六
尺
」
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る
が
（
100
）、

絵
巻
の
扉
口
高
は
そ
れ
よ
り
か
な
り
高
い
（
七
六
尺
程
か
）。
筆
者
は
こ
の
差
異

は
絵
巻
の
表
現
意
図
に
起
因
す
る
と
考
え
た
い
。
絵
巻
は
、
普
通
で
あ
れ
ば
見

通
せ
な
い
は
ず
の
大
仏
殿
の
奥
ま
で
表
そ
う
と
し
て
、
俯
瞰
角
度
を
小
さ
く
し

な
が
ら
扉
口
を
高
く
上
げ
、
同
時
に
斜
投
象
角
度
を
も
調
整
し
た
の
で
は
な
い

か
。
高
さ
の
あ
る
大
仏
の
姿
を
全
姿
描
き
、
左
脇
侍
如
意
輪
観
音
と
、
大
仏
殿

庇
に
隠
れ
る
毘
沙
門
天
の
姿
を
も
同
時
に
表
す
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

大
仏
正
面
か
ら
右
に
五
間
目
、
白
壁
の
向
こ
う
側
、
殿
内
平
面
の
庇
（
一
間
通

り
）
の
手
前
と
奥
に
、
持
国
天
と
毘
沙
門
天
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
内
毘

沙
門
天
像
の
み
が
見
え
る
の
は
、
奥
す
ぼ
ま
り
と
な
る
左
右
か
ら
の
斜
投
象
の

結
果
で
あ
る
。
斜
投
象
の
角
度
は
大
仏
殿
正
面
の
石
階
五
連
の
描
写
に
明
示
さ

れ
て
い
る
。
画
家
は
俯
瞰
角
度
を
小
さ
く
す
る
こ
と
に
よ
る
奥
行
表
現
効
果
と
、

そ
れ
に
連
動
し
て
斜
投
象
図
法
に
よ
る
右
奥
画
像
現
出
の
面
白
味
を
熟
知
し
て

い
て
大
仏
殿
図
に
援
用
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
大
仏
正
面
か
ら
右
に
五
本
目

の
柱
（
ほ
ぼ
霞
で
隠
れ
て
い
る
）
の
礎
石
辺
り
か
ら
左
上
方
向
に
斜
投
象
同
角
度

で
補
助
線
を
引
け
ば
、
ま
さ
に
毘
沙
門
天
が
こ
の
庇
の
奥
に
あ
る
が
故
に
絵
巻

上
（
上
方
）
に
現
れ
る
（
持
国
天
は
隠
れ
た
ま
ま
）。
し
か
も
四
間
目
の
中
程
に
坐

す
如
意
輪
観
音
と
、
絵
巻
上
の
場
所
を
合
理
的
に
分
け
あ
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
は
綿
密
な
思
考
を
経
て
製
図
方
法
が
決
め
ら
れ
た
は
ず
で
、
画
家
の
工
学

的
セ
ン
ス
を
尊
敬
す
べ
き
で
あ
る
。
結
局
、
実
際
の
大
仏
殿
の
扉
口
寸
法
（
高

さ
）
を
改
変
し
、
俯
瞰
角
度
・
斜
投
象
角
度
を
算
出
製
図
し
つ
つ
、
毘
盧
遮
那

仏
（
大
仏
）、
如
意
輪
観
音
、
毘
沙
門
天
を
三
尊
そ
ろ
っ
て
表
す
必
要
が
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
信
貴
山
寺
の
信
仰
と
の
関
連
を
除
い
て
は
考
え
が
た
い
（
101
）。

こ
こ
で
絵
巻
に
目
を
も
ど
す
と
、
大
仏
殿
中
の
白
石
座
が
実
際
よ
り
も
直
径

小
に
あ
ら
わ
さ
れ
、
全
体
が
月
輪
中
に
あ
る
よ
う
に
見
せ
る
の
は
、
白
蓮
華
座

上
大
日
如
来
（『
大
日
経
』）
に
寄
せ
た
表
現
で
あ
り
（
102
）、
こ
れ
も
斜
投
象
図
法
に
よ

る
縮
小
効
果
を
用
い
る
か
。
ま
た
光
背
に
は
、『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
の
記
述
と

は
異
な
り
、
飛
雲
上
来
迎
の
仏
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
に
浄
土
図
と
の
近
縁
を
想

定
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
大
仏
殿
図
は
、
実
際
の
大
仏
殿
を

モ
デ
ル
に
、
俯
瞰
角
度
を
低
く
し
特
に
は
扉
高
に
は
改
変
を
施
し
て
お
り
、
そ

の
よ
う
に
し
な
が
ら
斜
投
象
図
法
に
よ
っ
て
、
必
須
の
も
の
を
必
須
の
位
置
に

表
し
た
と
い
う
よ
う
に
理
解
で
き
る
。
た
だ
、
福
山
敏
男
氏
も
言
わ
れ
る
よ
う
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に
（
103
）、
大
仏
殿
に
取
り
付
く
石
階
は
、「
正
面
で
は
中
央
間
（
一
間
ま
た
は
三
間

幅
）
と
左
右
両
端
間
か
ら
数
え
て
第
三
間
に
」
あ
り
、
絵
巻
の
表
現
は
誤
り
で

あ
る
由
。
し
か
し
こ
う
い
う
所
は
尼
公
の
足
元
を
考
え
た
上
で
の
工
夫
と
見
る

べ
き
だ
ろ
う
と
思
う
。
虚
実
混
淆
で
あ
る
。

大
仏
殿
（
二
）

大
仏
は
盧
舎
那
仏
（
毘
盧
遮
那
仏
）
で
あ
り
、
こ
れ
が
平
安
後
期
に
は
大
日
如

来
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
（
104
）、
こ
の
大
仏
殿
の
シ
ー
ン
は
、
大
仏
（
大
日
如
来
）
と

天
照
大
神
の
同
体
説
を
前
提
と
し
た
上
で
、
尼
公
を
天
照
大
神
と
重
層
さ
せ
て

見
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
大
仏
（
大
日
如
来
）・
天
照
大
神
同
体
説
の
視

覚
的
表
現
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
絵
巻
作
者
は
、
こ
の
場
面
で
尼
公
と

天
照
大
神
の
一
致
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
場
面
の
意
味
に
つ
い
て
、
斎
木
涼
子
氏
（
105
）に
し
た
が
っ
て
少
し
詳
し
く
見

る
と
、
ち
ょ
う
ど
『
東
大
寺
要
録
』
の
成
立
し
た
頃
に
東
大
寺
別
当
で
あ
っ
た

醍
醐
寺
僧
勝
覚
（
一
〇
五
八
〜
一
一
二
九
、
別
当
在
任
一
一
〇
四
〜
一
七
）
が
、
神
仏

信
仰
上
の
貴
重
な
資
料
を
残
し
て
い
る
。
勝
覚
の
『
伝
受
記
』（
永
久
三
年
（
一
一

一
五
）
成
立
（
106
））
に
は
、

（
前
略
）
次
相
承
秘
口
云
、
以
聖
観
音
、
習
合
日
天
子
真
陀
摩
尼
尊
事
、
宗
之

大
事
也
。
摩
尼
尊
者
、
如
意
輪
也
。（
中
略
）
大
師
既
指
日
月
輪
、
尺
宝
玉
。
々
々

即
如
意
輪
也
、
々
々
々
者
、
通
諸
観
音
。
為
宝
部
主
故
也
。（
中
略
）
日
輪
即
天

照
大
神
大
神
宮
ナ
リ
。
々
々
々
・
内
侍
所
・
天
照
尊
、
同
体
異
名
也
。
天
照
尊

者
、
日
天
子
也
。
本
地
大
日
如
来
。
々
々
々
々
者
、
日
月
輪
也
（
中
略
）
内
侍
所

即
日
天
子
、
々
々
々
即
国
主
也
。
国
者
日
天
子
御
子
孫
也
。
彼
是
一
体
無
二
也

（
下
略
）。

な
ど
と
あ
る
。

難
解
で
あ
る
が
そ
の
大
要
は
、
聖
観
音
が
日
天
子
（＝

真
陀
摩
尼
尊
）
と
習
合

す
る
と
み
る
こ
と
は
、
宗
の
大
事
で
あ
る
。
摩
尼
尊
（
宝
珠
尊
）
と
は
如
意
輪

（
観
音
）
で
あ
る
。（
中
略
）
弘
法
大
師
は
日
月
輪
は
宝
珠
と
釈
し
て
い
る
。
宝

珠
と
は
如
意
輪
（
観
音
）
で
あ
る
。
如
意
輪
は
、
諸
観
音
を
通
じ
宝
部
の
主
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
）
日
輪
は
天
照
大
神
（
日
天
子
）
で
あ
り
、
そ
の
本
地
は

大
日
如
来
、
大
日
如
来
は
日
月
輪
で
あ
る
、
な
ど
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
大
日
如

来
・
観
音
・
日
天
子
・
天
照
大
神
・
内
侍
所
神
鏡
・
天
子
（
天
皇
、
転
輪
聖
王
）

を
重
層
的
に
結
び
つ
け
る
（
107
）」
と
大
慨
を
解
釈
で
き
よ
う
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
宝
珠

で
あ
る
。
な
お
、
宝
珠
は
転
輪
聖
王
七
宝
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
こ
こ
で
も

っ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

天
照
大
神
と
大
日
如
来
の
習
合
は
、『
東
大
寺
要
録
』
を
経
て
こ
の
『
伝
受

記
』
成
立
期
に
は
す
で
に
確
定
的
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
前
段
に
言
及
さ
れ

る
如
意
輪
観
音
も
こ
の
概
念
の
重
要
な
部
分
を
占
め
る
。
じ
つ
は
天
照
大
神
と

観
音
と
の
習
合
は
、
十
一
世
紀
は
じ
め
ま
で
遡
る
（
108
）。

大
江
匡
房
の
『
江
談
抄
』
巻
一
の
三
五
（
109
）に
、

又
問
云
、「
熊
野
三
所
本
縁
如
何
」。
被
答
云
、「
熊
野
三
所
伊
勢
太
神
宮
御

身
云
々
。
本
宮

新
宮
大
神
宮
也
。
那
智
荒
祭
。
又
太
神
宮
救
世
観
音
御
変
身

云
々
。
此
事
民
部
卿
俊
明
所
被
談
也
」
云
々
。

と
あ
る
。
源
俊
明
（
一
〇
四
四
〜
一
一
一
四
）
が
醍
醐
源
氏
（
隆
国
息
）
で
あ
り
、

醍
醐
法
務
定
賢
の
弟
で
あ
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
く
べ
き
か
。
こ
の
説
話
は
、

『
明
文
抄
』
五
に
あ
る
よ
う
に
（
110
）、
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）（
大
神
宮
）
遷
宮
の
折
、

右
府
武
田
種
明
に
、
内
宮
が
救
世
観
音
で
あ
る
夢
告
を
得
て
そ
の
利
生
を
得
た

説
話
が
あ
り
（
寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）
二
月
廿
日
に
記
録
さ
れ
た
）
、
大
江
匡
房
は

源
俊
明
を
通
し
て
こ
れ
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
さ
れ
る
（
111
）。
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看
過
で
き
な
い
の
は
こ
こ
に
「
救
世
観
音
」
と
明
記
さ
れ
る
こ
と
で
、「
救
世

観
音
」
が
聖
徳
太
子
の
謂
で
あ
る
こ
と
（
112
）は
十
分
に
意
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思

う
。
筆
者
は
こ
の
説
話
は
聖
徳
太
子
と
天
照
大
神
の
習
合
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
と
解
す
る
。
十
一
世
紀
は
『
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
』（
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇

七
）、
四
天
王
寺
所
蔵
）
が
出
現
し
、
藤
原
道
長
な
ど
の
貴
族
が
四
天
王
寺
・
法
隆

寺
に
参
詣
し
、
法
隆
寺
、
磯
長
廟
な
ど
で
聖
徳
太
子
信
仰
が
喧
伝
さ
れ
る
時
代

で
あ
る
。

十
二
世
紀
第
二
四
半
期
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
東
寺
真
言
宗
の
要
録
で
あ

る
『
東
要
記
（
113
）』
に
、

神
仙
記
云
。
聖
徳
太
子
是
大
師
前
身
也
云
々
。
先
徳
伝
云
。
聖
徳
太
子
是
救

世
観
音
也
。
此
菩
薩
本
是
金
銅
之
法
形
菩
薩
也
。
後
更
鑄
造
宝
冠
戴
其
首
。
此

菩
薩
趺
在
銘
。
号
如
意
輪
観
音
。
爰
知
大
師
本
地
如
意
輪
観
音
欤
。

と
記
さ
れ
る
。
救
世
観
音
は
聖
徳
太
子
で
あ
る
と
明
記
し
、
四
天
王
寺
金
堂

の
金
銅
救
世
観
音
像
の
足
下
銘
記
「
如
意
輪
」
を
根
拠
に
、
救
世
観
音
は
如
意

輪
観
音
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
従
っ
て
『
東
要
記
』
成

立
の
時
代
以
降
は
、
東
寺
・
醍
醐
寺
・
勧
修
寺
や
、
東
南
院
を
通
じ
て
交
流
の

深
い
東
大
寺
で
は
、
天
照
大
神
・
大
日
如
来
の
習
合
の
意
味
中
に
、
聖
徳
太
子

の
心
象
像
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
聖
徳
太
子
像
を
見
過
ご
し
て
は

な
ら
な
い
、
と
思
う
。

絵
巻
大
仏
殿
の
場
面
は
、
前
に
大
仏
（
大
日
如
来
）
と
天
照
大
神
と
の
習
合
を

表
現
す
る
と
解
釈
し
た
が
、
こ
こ
で
は
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
聖

徳
太
子
と
の
習
合
も
前
提
に
す
べ
き
事
に
な
る
。
ま
た
大
仏
殿
の
シ
ー
ン
で
毘

沙
門
天
が
表
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
信
貴
山
寺
で
の
信
仰
と
の
対
称
的
な

関
係
を
考
え
た
が
、
こ
の
大
仏
殿
の
情
景
が
覚
鑁
の
『
多
聞
天
講
式
』『
五
輪
九

字
明
秘
密
釈
』
な
ど
と
も
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
と
あ
ら
た
め
て
指
摘
し
た

い
（
114
）。
毘
沙
門
天
と
聖
徳
太
子
信
仰
と
の
関
連
は
、
法
隆
寺
で
成
立
し
た
勝
鬘
経

講
讃
図
理
解
を
通
し
て
別
稿
で
考
え
た
（
115
）。
な
お
、
別
の
視
点
か
ら
皆
金
色
の
大

仏
表
現
と
聖
徳
太
子
信
仰
に
関
連
を
見
る
見
方
も
あ
る
（
116
）。
結
局
こ
の
大
仏
殿
の

場
面
に
は
、
多
く
の
説
話
的
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

鏡
五
月
五
日

尼
公
が
東
大
寺
に
向
か
う
の
は
新
緑
の
初
夏
と
み
ら
れ
た
が
、
こ
の
大
仏
殿

シ
ー
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
節
供
日
を
表
す
と
考
え
れ
ば
、
五
月
五
日
の

表
現
と
み
て
良
い
と
思
う
。
絵
巻
大
仏
殿
図
左
か
ら
一
・
二
間
目
の
長
押
上
小

壁
に
描
か
れ
た
花
唐
草
文
様
は
、
五
月
節
供
の
軒
に
菖
蒲
（
あ
や
め
草
）
を
葺
く

故
実
に
ち
な
み
、
花
あ
や
め
に
洒
落
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

大
仏
殿
中
に
二
面
の
鏡
（『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
記
載
）
が
あ
る
。
金
銀
に
塗
り

分
け
ら
れ
「
日
月
輪
」
の
表
現
で
あ
る
（
117
）。
習
合
論
か
ら
少
し
離
れ
て
、
こ
こ
で

鏡
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
手
懸
か
り
は
や
は
り
平
安
時
代
に
詠
わ
れ

た
和
歌
に
あ
る
。

『
能
因
集
（
118
）』
に
、「
与
州
に
て
詠
之
、
楽
府
和
歌
百
錬
鏡

五
月
雨
に
と
く
る

ま
が
ね
を
磨
き
つ
ゝ
照
る
日
と
み
ゆ
る
ま
す
鏡
か
な
」（
二
一
九
）
と
あ
る
。
こ

の
詠
は
白
居
易
「
百
錬
鏡
」
詩
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
源
俊
頼
の
『
散

木
奇
歌
集
（
119
）』
に
、「
五
月
五
日
の
心
を
よ
め
る

あ
や
め
ひ
く
み
ぬ
ま
を
み
れ
ば

か
ら
国
に
け
ふ
や
か
ゞ
み
の
か
げ
を
ま
す
ら
ん
」（
二
八
八
）
と
あ
る
。
こ
の
詠

も
「
百
錬
鏡
」
を
踏
ま
え
る
。
鏡
は
白
居
易
「
百
錬
鏡
」
詩
を
通
し
て
五
月
五

日
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
は
平
安
文
学
に
も
浸
透
し
て
い
た
（
120
）。

白
居
易
「
百
錬
鏡
」
詩
（
121
）は
、
天
子
に
献
ず
べ
く
五
月
五
日
に
鑄
ら
れ
た
鏡
を

詠
う
が
、
そ
の
詩
句
に
「
背
有
九
五
飛
天
龍

人
人
呼
為
天
子
鏡
」
な
る
一
節
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が
あ
る
。「
九
五
」
は
天
子
位
を
象
徴
す
る
『
易
経
』
語
彙
の
一
つ
で
あ
り
、
乾

卦
爻
辞
「
九
五
飛
龍
天
に
在
り
。
大
人
を
見
る
に
利
ろ
し
」
を
踏
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
爻
辞
は
乾
卦
文
言
伝
の
「
子
曰
く
、
同
声
相
い
応
じ
、
同
気
相
い

求
む
」
を
も
導
く
。
す
な
わ
ち
、
大
仏
殿
日
月
輪
（
日
月
鏡
）
に
、
五
月
五
日
の

天
子
鏡
（
大
仏
は
天
子
で
あ
る
）
を
重
ね
て
み
れ
ば
、
大
仏
（
大
日
如
来
）
と
尼
公

（
天
照
大
神
）
の
「
同
気
相
い
求
む
」
深
遠
な
交
歓
が
彷
彿
す
る
。
ま
た
こ
の
場

面
は
、
大
仏
が
象
徴
す
る
乾
卦
（
乾
為
天
）
と
尼
公
が
象
徴
す
る
坤
卦
（
坤
為

地
）
が
邂
逅
し
た
泰
卦
（
地
天
泰
）
の
場
面
と
見
れ
ば
、
泰
卦
の
彖
伝
に
は
「
す

な
わ
ち
こ
れ
天
地
交
わ
り
て
万
物
通
ず
る
な
り
。
上
下
交
わ
り
て
そ
の
志
同
じ

き
な
り
。
内
陽
に
し
て
外
陰
な
り
。
内
健
に
し
て
外
順
な
り
」、
象
伝
に
は
「
天

地
交
わ
る
は
泰
な
り
。
后
（
天
子
）
も
っ
て
天
地
の
道
を
財
成
し
、
天
地
の
宜

（
義
）
を
輔
相
し
、
も
っ
て
民
を
左
右
す
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
子

の
政
の
要
諦
を
述
べ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
月
五
日
の
鏡
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
こ
の
場
面
を
見
た
が
、
大
仏
が
天
子
と
同

義
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
政
治
の
理
想
を
説
く
『
易
経
』
を
援
用
す
る
こ

と
は
絵
巻
作
者
の
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
絵
巻
詞
書
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
大
仏
殿
の
場
面
は
、
大
仏
（
大
日
如
来
）・
天
照
大
神
同
体
を

示
す
宗
教
的
世
界
観
、
白
楽
天
「
百
錬
鏡
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
『
易
経
』
の

理
想
主
義
的
世
界
観
な
ど
が
重
奏
し
、
意
味
内
容
が
一
気
に
展
開
し
、
わ
れ
わ

れ
に
信
貴
山
縁
起
絵
巻
の
新
し
い
一
面
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
五
月
五
日
は
、
鳥
羽
天
皇
（
以
下
、
表
記
は
す
べ
て
鳥
羽
天
皇
と
す
る
）

の
東
大
寺
受
戒
日
で
も
あ
る
。（
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
五
月
五
日
（
122
））
こ
の
場
合
、

天
子
と
は
鳥
羽
天
皇
（
一
一
〇
三
〜
五
六
、
在
位
一
一
〇
七
〜
二
三
）
に
掛
け
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
状
の
絵
巻
に
は
な
い
が
、
か
つ
て
絵
巻
冒
頭
部

分
に
言
及
さ
れ
た
、
命
蓮
の
東
大
寺
で
の
受
戒
（『
古
本
説
話
集
』
に
よ
る
）
を
想

起
す
れ
ば
、
東
大
寺
で
受
戒
し
た
と
い
う
点
で
命
蓮
と
鳥
羽
天
皇
と
が
二
重
映

し
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
説
話
（
絵
巻
）
上
の
命
蓮
受
戒
の
暦
日
が
、
そ
こ
に
東

大
寺
が
描
か
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
以
上
、
五
月
五
日
以
外
に
設
定
さ
れ
た
と

は
考
え
に
く
い
（
冒
頭
部
暦
日
が
、
五
月
五
日
と
そ
れ
に
続
く
夏
安
居
の
時
期
に
相

当
す
る
と
み
て
、
次
の
飛
倉
巻
七
月
七
日
に
続
く
）。
冒
頭
部
は
大
仏
と
命
蓮
と
の

関
係
を
そ
れ
の
み
描
い
た
わ
け
で
、
そ
れ
は
大
仏
と
命
蓮
、
す
な
わ
ち
命
蓮
と

鳥
羽
天
皇
の
関
係
を
予
め
示
し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
鳥
羽
天
皇
受
戒
時
の
羯
磨
師
は
寛
信
で
あ
っ
た
が
、
寛
信
は
勧

修
寺
流
藤
原
氏
の
流
れ
の
上
に
あ
る
か
ら
、
も
し
機
会
あ
っ
て
命
蓮
説
話
と
鳥

羽
天
皇
を
関
連
付
け
る
際
に
は
何
ら
か
の
働
き
を
し
た
で
あ
ろ
う
事
も
想
像
さ

れ
る
。信

貴
山
遠
望

尼
公
は
大
仏
か
ら
「
ひ
つ
じ
さ
る
」
の
方
角
に
あ
る
信
貴
山
に
行
く
よ
う
に

示
さ
れ
た
。
前
稿
（
123
）で
説
明
し
た
よ
う
に
、
大
仏
の
居
処
で
あ
る
忉
利
天
喜
見
城

か
ら
西
南
の
方
角
に
あ
る
の
は
善
法
堂
で
あ
る
。

尼
公
が
静
か
に
大
仏
殿
内
陣
か
ら
降
り
、
西
南
に
向
か
う
。
尼
公
の
小
さ
い

姿
が
絵
巻
底
辺
に
沿
っ
て
描
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
目
を
見
上
げ
れ
ば
自
然
に
西

南
の
方
角
（
画
面
の
左
上
は
西
南
）
を
見
る
こ
と
に
な
る
故
か
。
詞
書
に
あ
る
よ

う
に
「
か
す
か
に
み
ゆ
る
」
信
貴
山
が
、
歩
き
近
づ
く
に
つ
れ
て
次
第
に
大
き

く
な
り
、
つ
い
に
は
画
面
一
杯
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
絵
巻
な
ら
で
は

の
表
現
で
、
き
わ
め
て
印
象
深
い
。
雄
大
な
信
貴
山
は
山
水
屛
風
（
京
都
国
立
博

物
館
所
蔵
）
の
遠
山
に
近
似
形
（
ほ
ぼ
同
大
）
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
注
意
さ
れ
、

山
水
屛
風
遠
山
の
位
置
方
角
も
西
南
と
み
ら
れ
、
興
味
深
い
一
致
が
み
ら
れ
る
。
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た
だ
絵
巻
が
、
山
容
に
幅
広
層
状
の
墨
皴
を
ほ
ど
こ
す
と
こ
ろ
と
、
遠
近
法
を

あ
い
ま
い
に
し
め
す
と
こ
ろ
は
、
信
貴
山
が
聖
地
仙
界
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示

す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
全
体
に
紫
雲
を
な
び
か
せ
、
山
の
奥
の
空
に
雁

が
飛
ぶ
と
こ
ろ
が
絵
巻
で
は
特
徴
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
山
上
の
異
界
を
意
識

し
た
表
現
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
異
界
と
は
、
毘
沙
門
天
の
住
所
、

天
界
で
あ
る
と
、
考
え
た
い
。

な
お
、
絵
巻
詞
書
が
、
あ
え
て
「
し
う
む
」
と
「
む
ら
さ
き
の
く
も
」
と
二

つ
の
語
詞
を
分
け
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
も
重
要
で
、
筆
者
は
「
紫

雲
」
は
阿
弥
陀
如
来
の
ほ
か
に
西
王
母
（
天
照
大
神
を
含
意
（
124
））
を
も
示
唆
し
、「
紫

の
雲
」
は
皇
后
（
国
母
）
を
し
め
す
語
で
あ
る
と
考
え
る
（
125
）。
絵
巻
詞
書
は
、
尼
公

に
こ
の
「
紫
雲
」「
紫
の
雲
」
の
両
方
の
意
味
を
掛
け
て
お
り
、
す
な
わ
ち
尼
公

は
こ
の
三
者
の
性
格
を
あ
わ
せ
備
え
て
い
る
。

こ
の
場
面
の
季
節
表
現
は
解
り
に
く
い
が
、
あ
ざ
や
か
な
青
と
緑
で
彩
ら
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
や
黄
葉
を
描
か
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
夏
の
表
現

と
思
わ
れ
、
山
中
の
鹿
の
角
が
微
妙
に
半
透
明
に
表
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
七
十
二

候
の
「
鹿
角
解
」
に
あ
た
る
と
す
る
と
、「
夏
至
五
月
中
鹿
角
解
」
の
日
か
と
推

測
さ
れ
る
。
天
空
に
飛
ぶ
鳥
は
や
は
り
雁
（
126
）と
考
え
て
お
き
た
い
。

信
貴
山
寺
の
情
景
（
三
）
七
月
七
日

二
紙
余
の
詞
書
を
経
て
、
絵
は
最
終
段
に
入
る
。
紫
雲
の
中
か
ら
尼
公
が
あ

ら
わ
れ
、
命
蓮
山
房
に
至
り
（
山
房
を
西
南
方
角
に
設
定
）、
絵
の
上
で
は
回
り
込

ん
で
山
房
下
手
側
か
ら
命
蓮
に
呼
び
か
け
る
。
逆
勝
手
表
現
が
、
場
面
に
緊
張

感
を
与
え
る
。
西
王
母
が
漢
武
御
殿
の
西
側
に
到
着
し
、
南
面
東
向
と
な
り
、

武
帝
が
東
面
西
向
き
で
対
面
す
る
と
い
う
場
面
（『
博
物
志
』）
に
対
応
す
る
。
す

な
わ
ち
七
月
七
日
の
出
来
事
で
あ
る
。
尼
公
は
先
ず
西
王
母
の
振
る
舞
い
で
信

貴
山
上
に
至
っ
た
。
命
蓮
か
ら
み
れ
ば
夏
安
居
の
終
わ
り
頃
に
尼
公
に
再
会
し

た
と
い
う
事
に
な
る
。

前
に
尼
公
の
性
格
を
、
紫
雲
、
紫
の
雲
に
掛
け
て
、
阿
弥
陀
如
来
・
西
王
母

（
じ
つ
は
天
照
大
神
）、
皇
后
（
国
母
）
と
考
え
た
。
ま
た
母
を
示
す
記
号
も
物
語

の
中
に
多
く
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
（
坤
卦
、
帚
木
、
母
子
草
）。
絵
巻
の
詞
と
絵
は
、

く
り
返
し
尼
公
の
本
性
を
わ
れ
わ
れ
に
示
す
。

こ
こ
で
は
次
に
、
尼
公
が
善
光
寺
阿
弥
陀
如
来
の
性
格
を
帯
び
て
信
貴
山
寺

に
影
向
し
、
命
蓮
は
尼
公
の
た
め
に
講
経
し
た
、
な
ど
と
物
語
が
構
想
さ
れ
た

と
み
て
も
う
少
し
追
求
す
る
。

信
濃
国
出
身
と
さ
れ
る
命
蓮
を
主
人
公
と
す
る
信
貴
山
縁
起
絵
巻
成
立
時
点

で
は
、
善
光
寺
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
信
貴
山
寺
で
は
善

光
寺
阿
弥
陀
如
来
（「
本
師
阿
弥
陀
如
来
」）
の
存
在
が
さ
ら
に
早
く
か
ら
知
ら
れ

て
い
た
だ
ろ
う
。
善
光
寺
如
来
が
知
ら
れ
て
い
た
と
す
る
と
、『
廟
崛
偈
』
や
弘

法
大
師
磯
長
廟
説
話
が
出
現
す
れ
ば
（
127
）、
信
貴
山
寺
の
聖
徳
太
子
信
仰
が
こ
れ
に

結
ぶ
の
は
必
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
善
光
寺
阿
弥
陀
如
来
は
、

聖
徳
太
子
の
母
穴
穂
部
間
人
皇
后
の
変
身
で
あ
る
と
い
う
理
解
と
な
る
。
聖
徳

太
子
が
忉
利
天
善
法
堂
で
母
穴
穂
部
間
人
皇
后
の
た
め
に
説
法
を
し
た
と
い
う
、

法
隆
寺
由
来
の
古
い
逸
聞
が
想
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
128
）。
こ
の
逸
聞
は
あ

ま
り
表
面
化
し
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
が
、
例
え
ば
醍
醐
天
皇
の
国
母
胤
子
供

養
（
129
）は
、
聖
徳
太
子
の
こ
の
故
事
逸
聞
に
し
た
が
っ
た
法
要
で
あ
る
と
確
信
す
る
。

前
稿
で
も
ふ
れ
た
が
、
東
大
寺
を
釈
迦
説
法
の
忉
利
天
喜
見
城
と
み
れ
ば
、

そ
の
西
南
善
法
堂
の
方
角
に
は
信
貴
山
が
位
置
す
る
（
す
な
わ
ち
信
貴
山
寺
は
善

法
堂
と
み
ら
れ
る
）。
ま
た
皇
后
の
居
処
も
「
坤
宮
」
で
あ
る
（
善
法
堂
は
、
忉
利

天
上
の
坤
宮
と
も
み
ら
れ
る
）。
聖
徳
太
子
は
釈
迦
と
さ
れ
、
穴
穂
部
間
人
皇
后
は
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摩
耶
夫
人
に
擬
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
善
法
堂
に
登
遐
し
た
摩
耶
夫
人
（
穴
穂
部
間
人
皇
后
も
）
は
、
阿

弥
陀
如
来
と
み
な
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
『
梁
塵
秘

抄
』
二
三
三
番
歌
に
解
答
が
あ
り
、
摩
耶
夫
人
が
阿
弥
陀
如
来
と
一
体
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
（
130
）。

右
を
言
い
換
え
る
と
、
尼
公
は
善
光
寺
阿
弥
陀
如
来
で
あ
り
、
穴
穂
部
間
人

皇
后
で
あ
る
。
こ
の
姿
を
以
っ
て
信
貴
山
寺
（
じ
つ
は
善
法
堂
）
に
至
り
、
命
蓮

（
聖
徳
太
子
）
に
再
会
し
た
。

信
貴
山
縁
起
絵
巻
は
、
以
上
の
こ
と
を
命
蓮
と
尼
公
に
あ
て
て
描
い
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
い
。

重
ね
て
言
え
ば
、
法
隆
寺
金
堂
の
金
銅
釈
迦
三
尊
像
の
光
背
銘
に
「
深
懐
愁

毒
」「
当
造
釈
像
尺
寸
王
身
」
と
あ
る
く
だ
り
は
、
聖
徳
太
子
が
釈
迦
如
来
同
体

と
み
な
さ
れ
る
こ
と
と
、
こ
の
釈
迦
像
が
優
塡
王
釈
迦
造
像
の
作
法
に
従
っ
て

い
る
こ
と
を
示
す
と
解
さ
れ
（
す
な
わ
ち
善
法
堂
に
お
け
る
為
母
説
法
の
釈
迦
）、

さ
ら
に
は
釈
迦
三
尊
像
台
座
内
の
「
相
見
」
墨
書
を
『
摩
訶
摩
耶
経
』
由
来
と

み
れ
ば
、
聖
徳
太
子
の
忉
利
天
善
法
堂
に
お
け
る
為
母
説
法
譚
は
一
定
の
根
拠

を
も
つ
も
の
と
考
え
る
。
な
お
、
母
皇
后
が
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

た
の
は
ど
の
時
点
か
ら
か
と
い
う
重
要
な
問
題
が
残
る
。
私
見
で
は
早
く
天
武

持
統
朝
の
法
隆
寺
金
堂
壁
画
成
立
時
頃
に
遡
る
と
し
た
い
が
、
今
は
後
考
に
付

す
（
131
）。こ

こ
で
少
し
別
の
角
度
か
ら
命
蓮
に
つ
い
て
考
え
る
。『
信
貴
山
寺
資
財
宝

物
帳
』
に
よ
れ
ば
、
命
蓮
は
自
身
を
雞
足
山
中
の
迦
葉
に
喩
え
て
お
り
、
実
際

に
信
貴
山
中
で
迦
葉
に
劣
ら
ず
厳
し
い
修
行
に
努
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。
飛
倉

巻
で
は
、
命
蓮
は
飛
鉢
法
を
身
に
つ
け
る
ほ
ど
の
聖
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ

る
一
方
、
迦
葉
に
倣
い
頭
陀
第
一
の
貧
し
い
姿
で
描
か
れ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
迦
葉
は
、『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
四
に
、「
爾
時
偸
羅
厥
叉
国

有
一

婆
羅
門

名
曰
迦
葉

有
三
十
二
相

聰
明
智
慧
」
と
あ
っ
て
、
も
と
も
と

「
三
十
二
相
」
を
そ
な
え
る
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、『
大
智

度
論
』
巻
第
四
初
品
第
八
菩
薩
釈
論
に
は
、「
三
十
二
相
転
輪
聖
王
亦
有
」
と
あ

る
（
132
）。
す
な
わ
ち
、「
三
十
二
相
」
と
は
仏
と
と
も
に
転
輪
聖
王
の
属
性
で
あ
る
か

ら
、
こ
こ
で
は
迦
葉
は
転
輪
聖
王
の
性
格
を
お
び
て
い
る
と
み
て
良
い
と
思
う
。

そ
の
転
輪
聖
王
は
七
宝
を
具
え
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
と
く
に
重
要
な
宝

珠
は
毘
沙
門
天
も
具
え
る
（
宝
塔
）
。
毘
沙
門
天
は
命
蓮
の
念
持
信
仰
す
る
仏
で

あ
る
。
こ
こ
で
絵
巻
の
上
で
は
、
迦
葉
と
命
蓮
と
が
重
層
し
て
い
る
と
み
れ
ば
、

命
蓮
も
転
輪
聖
王
に
等
し
い
存
在
と
設
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
い
。

と
こ
ろ
で
そ
の
転
輪
聖
王
に
つ
い
て
浅
井
和
春
氏
は
（
133
）、「『
大
智
度
論
』
巻
二

五
で
は
転
輪
聖
王
の
徳
を
仏
法
の
王＝

法
王
に
相
当
す
る
も
の
と
説
き
、
こ
れ

が
（
転
輪
聖
王
と
は
）
釈
迦
入
滅
後
に
正
法
を
護
持
す
る
「
仏
法
興
隆
の
王
」
で

あ
る
と
の
認
識
に
繋
が
っ
た
」
と
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
わ
が
国
で
は
上
宮
法
王

聖
徳
太
子
が
転
輪
聖
王
に
位
置
付
け
ら
れ
た
、
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
信
貴
山

毘
沙
門
天
が
聖
徳
太
子
と
習
合
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
れ
ば
（
134
）、
ま
た
命
蓮
が
転

輪
聖
王
に
等
し
い
ほ
ど
だ
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
命
蓮
は
聖
徳
太
子
と
も
近
し
い

関
係
（
対
応
す
る
関
係
）
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
が
少
し
前
で
「
命
蓮
（
聖

徳
太
子
）」
と
書
い
た
理
由
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
聖
徳
太
子
の
為
母
説
法
譚
は
、

信
貴
山
（
忉
利
天
善
法
堂
）
を
舞
台
に
し
て
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
聖

徳
太
子
が
母
穴
穂
部
間
人
皇
后
の
た
め
に
、
忉
利
天
善
法
堂
で
説
法
を
し
た
と

い
う
話
題
に
還
元
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
命
蓮
が
転
輪
聖
王
と
近
し
い
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
転
輪
聖
王
と

し
て
の
天
子
（
天
皇
（
135
））
も
、
絵
巻
中
の
命
蓮
に
重
層
す
る
と
み
る
こ
と
が
許
さ
れ

よ
う
。
な
お
話
を
遡
れ
ば
、
醍
醐
天
皇
も
転
輪
聖
王
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
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尼
公
巻
の
構
想
は
複
雑
な
仕
組
み
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
物
語
が
連
動
重
奏
す

る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
た
上
で
、
天
照
大
神
の
性
格
を
持
っ
た
尼
公
は
絵
巻
構

想
当
時
の
天
子
と
七
月
七
日
に
命
蓮
の
山
房
で
邂
逅
し
た
、
と
設
定
さ
れ
た
と

し
た
い
。
次
ぎ
に
命
蓮
を
天
子
と
見
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
構
想
が
可
能
で

あ
る
か
を
考
え
る
。
じ
つ
は
平
安
後
期
に
は
、
聖
徳
太
子
の
為
母
説
法
譚
（
釈
迦

の
為
母
説
法
譚
）
と
パ
ラ
レ
ル
な
構
造
に
映
る
鳥
羽
天
皇
と
贈
皇
太
后
苡
子
の

場
合
が
あ
る
。
次
に
は
、
鳥
羽
天
皇
生
母
藤
原
苡
子
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

藤
原
苡
子

藤
原
苡
子
（
一
〇
七
六
〜
一
一
〇
三
）
は
、
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
に
堀
河
天

皇
（
一
〇
七
九
〜
一
一
〇
七
）
に
入
内
し
た
。
女
御
苡
子
が
無
事
に
皇
子
（
の
ち
の

鳥
羽
天
皇
）
を
出
産
し
た
の
は
康
和
五
年
（
一
一
〇
三
）
正
月
十
六
日
の
こ
と
で

あ
る
。
御
産
所
は
勧
修
寺
流
藤
原
氏
顕
隆
（
顕
隆
は
為
房
の
二
男
、
後
の
勧
修
寺
流

藤
原
氏
長
者
。
一
〇
七
二
〜
一
一
二
九
）
の
五
条
高
倉
第
で
あ
る
。
し
か
し
産
褥
の

た
め
に
同
月
二
十
五
日
に
没
し
た
。
御
産
の
わ
ず
か
九
日
後
で
あ
る
。

苡
子
は
藤
原
公
実
（
一
〇
五
三
〜
一
一
〇
七
）
の
妹
で
あ
る
。
そ
の
子
鳥
羽
天

皇
の
乳
母
は
、
公
実
の
妻
光
子
（
一
〇
六
〇
〜
一
一
二
一
）、
顕
隆
妻
の
悦
子
（
〜

一
一
一
五
）
ら
で
あ
る
。
光
子
は
勧
修
寺
流
藤
原
氏
長
者
為
房
の
妹
で
あ
り
、
こ

の
と
き
の
苡
子
御
産
の
差
配
は
、
藤
原
公
実
と
と
も
に
一
方
で
は
勧
修
寺
流
藤

原
氏
の
関
与
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
136
）。
な
お
悦
子
は
『
江
談
抄
』

筆
録
者
の
藤
原
実
兼
（
信
西
父
）
の
姉
弟
で
あ
る
。

鳥
羽
天
皇
誕
生
時
に
は
、
賀
茂
明
神
の
霊
験
譚
が
あ
る
。
鳥
羽
天
皇
自
身
が

藤
原
頼
長
（
一
一
二
〇
〜
一
一
五
六
）
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
苡
子
の
母

睦
子
（
？
〜
一
一
一
四
）
が
男
児
誕
生
を
賀
茂
明
神
に
祈
る
と
、
夢
中
に
明
神
が

衣
に
示
現
し
、
明
神
の
予
言
通
り
に
鳥
羽
天
皇
が
生
ま
れ
た
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
（
137
）。
こ
れ
は
、
人
力
を
超
え
た
誕
生
を
語
る
点
で
釈
迦
や
聖
徳
太
子
の
物
語

に
近
い
。
母
苡
子
が
御
産
後
は
か
な
く
な
る
事
も
摩
耶
夫
人
を
想
起
さ
せ
る
。

こ
の
霊
験
譚
が
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
事
は
、
後
の
『
続
古
事
談
』（
一
―

七
）
に
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
実
際
に
睦
子
が
衣
（
神
の
依
代
）
を
御
躰
と
し

て
自
邸
の
一
郭
に
造
立
し
た
賀
茂
別
社
が
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
ま
で
は
確
認

さ
れ
る
事
か
ら
わ
か
る
（
138
）。
鳥
羽
天
皇
は
神
と
の
関
わ
り
を
自
覚
し
て
い
た
。

さ
て
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
鳥
羽
天
皇
が
践
祚
す
る
に
際
し
、
苡
子
は
皇
太

后
を
追
贈
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
七
月
七
日
に
国
忌
が
置
か

れ
た
（
139
）。
苡
子
は
七
月
七
日
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
七
月
七
日
は
南
嶽
慧
思

『
立
誓
願
文
』
に
「（
釈
迦
牟
尼
）
仏
従
癸
丑
年
七
月
七
日
入
胎
」
と
あ
る
そ
の

日
付
け
に
ち
な
ん
だ
可
能
性
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
（
140
）、
苡
子
は
「
神
母
（
141
）」
と
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
鳥
羽
天
皇
は
釈
迦
、
母
苡
子
は
摩
耶
夫
人
に
比
喩

的
に
合
致
す
る
。
こ
の
関
係
は
聖
徳
太
子
と
母
穴
穂
部
間
人
皇
后
と
の
関
係
に

等
し
い
。
な
お
、
鳥
羽
天
皇
に
聖
徳
太
子
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。

鳥
羽
天
皇
の
四
天
王
寺
参
詣
は
、「
神
子
」
宣
言
以
降
に
増
加
し
て
い
く
。

こ
う
考
え
る
と
、
絵
巻
作
者
は
、
聖
徳
太
子
と
母
穴
穂
部
間
人
皇
后
の
物
語

を
、
鳥
羽
天
皇
と
母
苡
子
の
物
語
に
描
き
重
ね
再
生
産
を
試
み
た
と
も
思
わ
れ

る
。
な
お
、
明
神
が
示
現
し
た
「
衣
」（
依
代
）
と
尼
公
が
持
つ
「
衲
」
も
二
重

構
造
を
作
る
と
み
た
い
。
今
ま
で
考
え
て
き
た
よ
う
に
こ
れ
は
信
貴
山
縁
起
絵

巻
で
重
要
な
立
場
に
あ
る
天
照
大
神
の
、
そ
の
機
織
神
た
る
性
格
の
象
徴
で
あ

る
だ
ろ
う
。
ま
た
衣
は
「
依
代
」
と
し
て
の
性
格
を
も
持
つ
と
み
た
い
。

次
の
場
面
の
命
蓮
の
法
華
経
講
経
は
、
聖
徳
太
子
の
忉
利
天
善
法
堂
に
お
け

る
為
母
説
法
や
、
鳥
羽
天
皇
の
母
苡
子
供
養
の
二
度
の
大
き
い
法
要
（
保
延
二
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年
（
一
一
三
六
）
五
部
大
乗
経
供
養
（
142
）、

久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
宸
筆
御
八
講
（
143
））
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
だ
ろ
う
。
鳥
羽
天
皇
の
為
母
供
養
の
願
文
は
、
い
ず
れ
も

忉
利
天
に
お
け
る
母
供
養
を
詠
っ
て
い
る
。

信
貴
山
寺
の
情
景
（
四
）

信
貴
山
縁
起
絵
巻
に
描
か
れ
る
命
蓮
山
房
は
、
今
仮
に
描
か
れ
る
順
に
①
か

ら
⑤
の
番
号
を
つ
け
る
と
、
大
き
さ
の
異
な
る
②（
延
喜
加
持
巻
第
九
紙
）
を
除

き
（
144
）、
①
（
飛
倉
巻
第
七
紙
）、
③
（
延
喜
加
持
巻
第
二
十
三
紙
）、
④
（
尼
公
巻
第
二
十

二
紙
〜
第
二
十
三
紙
半
ば
）、
⑤
（
尼
公
巻
第
二
十
四
紙
）
は
同
じ
下
図
を
用
い
た
こ

と
が
わ
か
る
（
145
）。
異
な
る
の
は
描
か
れ
る
範
囲
で
、
①
④
は
同
様
だ
が
、
④
の
場

合
は
尼
公
が
紫
雲
の
中
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
り
、
③
⑤
で
は
①

に
見
え
な
い
懸
崖
造
構
造
を
あ
ら
わ
し
、
そ
の
柱
組
を
描
く
。
③
と
⑤
を
比
較

す
れ
ば
、
⑤
が
懸
崖
造
柱
組
下
辺
ま
で
見
せ
、
そ
こ
に
う
す
く
水
を
に
じ
ま
せ
、

沢
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
さ
ら
に
山
房
取
り
つ
き
に
閼
伽
棚
を
付
加
す
る
。

こ
の
描
き
分
け
に
意
味
を
さ
ぐ
り
た
い
。
⑤
の
う
す
い
水
（
沢
）
と
閼
伽
井

（
水
）
の
意
味
を
考
え
る
。
そ
こ
で
想
起
す
る
の
が
、
前
に
検
討
し
た
陶
淵
明

『
桃
花
源
詩
』
で
あ
る
。『
桃
花
源
詩
』
中
の
四
句
「
草
栄
識
節
和

木
衰
知
風

厲

雖
無
紀
歴
志

四
時
自
成
歲
」
を
見
る
。
静
か
に
季
節
が
め
ぐ
り
四
季
が

自
然
に
う
つ
ろ
う
と
い
う
、
心
地
好
く
調
和
し
た
世
界
を
詠
う
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
こ
に
「
節
」「
四
時
」
の
語
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
語
法
内

容
が
よ
く
一
致
し
て
注
意
を
引
く
表
現
が
『
易
経
』
六
十
四
卦
の
節
（
水
沢
節
）

に
あ
る
。『
桃
花
源
詩
』
は
節
を
含
意
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
信
貴
山
縁
起
絵
巻

の
作
者
は
、
絵
巻
後
段
に
「
節
」
を
導
く
た
め
の
伏
線
に
用
い
た
の
で
は
な
い

か
、
と
思
う
。
伏
線
が
連
鎖
的
に
展
開
す
る
と
い
う
現
象
が
絵
巻
の
中
で
起
き

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

さ
て
『
易
経
』
節
の
卦
辞
に
は
、「
節
は
、
亨
る
。
苦
節
は
貞
し
く
す
べ
か
ら

ず
」
と
あ
り
、
彖
伝
に
「
彖
に
曰
く
、
節
は
、
亨
る
。（
中
略
）
天
地
は
節
あ
り

て
四
時
成
る
。
節
し
て
も
っ
て
度
を
制
す
れ
ば
、
財
を
傷
ら
ず
民
を
害
せ
ず
」、

象
伝
に
「
象
に
曰
く
、
沢
上
に
水
あ
る
は
節
な
り
。
君
子
も
っ
て
数
度
を
制
し

徳
行
を
議
す
」
と
あ
る
。

右
の
大
意
は
「
節
は
節
制
・
節
度
で
あ
り
、
過
ぎ
た
る
処
を
抑
え
て
、
中
庸

に
帰
せ
し
め
る
道
で
あ
る
（
中
に
帰
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
）。
天
地
に
自
ず
と
節

が
あ
る
か
ら
こ
そ
春
夏
秋
冬
の
四
季
が
巡
行
す
る
。
そ
の
故
に
聖
人
も
節
を
保

ち
、
制
度
を
た
て
定
め
れ
ば
、（
中
正
の
徳
に
よ
っ
て
）
財
物
を
傷
つ
け
民
を
害

す
る
こ
と
も
な
い
。（
卦
の
）
節
と
は
沢
上
に
水
が
あ
り
そ
の
量
に
限
度
の
あ
る

こ
と
を
言
う
。
君
子
が
礼
法
や
制
度
を
整
え
徳
行
を
議
す
る
に
も
、
か
な
ら
ず

節
度
を
尊
ぶ
の
で
あ
る
（
146
）」。
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
だ
と
思
う
。
な
お
「
和
」
に
つ

い
て
は
、『
中
庸
』
に
「
発
し
て
皆
節
に
中
る
。
こ
れ
を
和
と
謂
う
」
と
あ
り
（
147
）、

や
は
り
節
と
共
鳴
す
る
。

節
が
「
水
沢
節
」（
沢
上
の
水
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
沢
あ
る
山
房
に
初

め
て
水
（
閼
伽
棚
）
が
現
れ
た
⑤
の
描
写
は
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
た

い
。
そ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
命
蓮
が
天
子
と
重
層
し
て
描
か
れ
て
い
る
だ
ろ
う

事
に
も
意
味
が
伴
っ
て
く
る
。『
易
経
』
に
よ
っ
て
君
子
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す

と
い
う
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
も
と
も
と
『
易
経
』
と
は
経
世
済
民
を

説
き
、
そ
の
象
伝
の
内
に
「
主
と
し
て
儒
家
思
想
に
よ
っ
て
道
徳
上
・
政
治
上

の
要
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
148
）」
。
ま
た
「
儒
教
的
倫
理
や
政
治
道
徳
を
説
く
（
149
）」
と

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
命
蓮
と
重
層
し
た
天
子
が
描
か
れ
る
場
面
に
援
用
さ
れ
る

の
は
理
解
で
き
る
。
尼
公
巻
に
お
い
て
は
、『
易
経
』
の
「
坤
」「
泰
」「
節
」
が

絵
巻
制
作
に
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
い
。
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校
倉

巻
末
に
描
か
れ
る
校
倉
は
、
詞
書
「
そ
の
倉
も
今
に
朽
ち
破
れ
て
、
そ
の
木

の
端
を
も
露
ば
か
り
得
た
る
人
は
、
護
り
に
し
、
毘
沙
門
造
り
奉
り
て
持
し
奉

る
人
は
、
必
ず
徳
つ
か
ぬ
人
は
な
か
り
け
り
」
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
倉
の

木
の
端
を
護
り
に
し
、
毘
沙
門
天
を
つ
く
る
人
も
あ
っ
た
と
い
う
。
は
じ
め
に

み
た
よ
う
に
、
校
倉
が
天
照
大
神
自
身
か
あ
る
い
は
そ
の
依
代
で
あ
っ
た
こ
と

が
重
要
で
、
そ
の
故
に
御
衣
木
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
御
衣

木
で
毘
沙
門
天
を
造
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
遂
に
毘
沙
門
天
・
天
照
大
神
同
体

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
と
解
釈
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
信
貴
山
寺
毘
沙
門
天
（＝

聖
徳
太
子
）
が
天
照
大
神
と
、
天
照
大
神
た
る
聖
徳
太
子
（
救
世
観
音
）
が
信
貴

山
寺
毘
沙
門
天
と
、
二
重
に
習
合
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

校
倉
に
納
め
ら
れ
た
衲
も
、
天
照
大
神
の
機
織
神
と
し
て
の
性
格
を
象
徴
す

る
依
代
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
こ
れ
が
護
り
と
さ
れ
る
の
は
、
右
記
に
同
じ
で
、

こ
こ
で
も
神
仏
と
の
つ
な
が
り
が
示
さ
れ
る
。
平
安
時
代
の
人
び
と
の
神
と
仏

の
物
語
と
し
て
の
信
貴
山
縁
起
絵
巻
最
終
章
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。

巻
末
の
山
容
は
、
前
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
須
弥
山
世
界
の
高
い
と
こ
ろ
に

あ
る
天
界
を
象
徴
す
る
三
山
形
遠
山
で
あ
り
、
上
代
か
ら
の
形
式
を
引
き
継
い

で
い
る
。
神
と
仏
の
世
界
の
古
い
象
徴
で
あ
る
。
早
く
は
、
法
隆
寺
金
堂
の
釈

迦
三
尊
像
の
右
に
安
置
さ
れ
た
阿
弥
陀
如
来
像
台
座
の
絵
に
描
か
れ
て
い
る
が
、

こ
の
阿
弥
陀
如
来
像
こ
そ
は
後
世
に
本
師
阿
弥
陀
如
来
と
さ
れ
た
、
聖
徳
太
子

母
穴
穂
部
間
人
皇
后
に
擬
せ
ら
れ
る
べ
き
尊
像
で
あ
る
（
150
）。

結
び

絵
巻
に
従
っ
て
書
き
連
ね
て
き
た
が
、
こ
こ
で
短
く
整
理
し
て
み
る
。

記
述
中
に
、
し
ば
し
ば
『
万
葉
集
』
な
ど
の
和
歌
を
引
用
し
て
き
た
が
、
白

畑
よ
し
氏
が
は
や
く
絵
巻
と
和
歌
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
（
151
）、

信
貴
山
縁
起
絵
巻
の
場
合
も
、
詞
書
の
及
ば
な
い
場
に
既
存
の
和
歌
・
詩
文
な

ど
が
働
き
か
け
る
状
況
は
あ
り
得
る
と
思
う
。
石
山
寺
縁
起
絵
巻
巻
二
第
四
段

の
絵
が
、
信
貴
山
縁
起
絵
巻
か
ら
引
用
さ
れ
た
の
は
、
尼
公
巻
の
そ
の
場
が

『
万
葉
集
』
歌
を
テ
ー
マ
に
し
た
可
能
性
と
関
係
が
あ
る
か
と
思
う
。
同
様
に
、

漢
詩
文
が
ソ
ー
ス
と
さ
れ
た
こ
と
も
お
そ
ら
く
確
実
で
、『
桃
花
源
詩
』
の
引
用

は
十
分
に
認
め
ら
れ
る
。
尼
公
巻
に
感
じ
ら
れ
る
穏
や
か
な
心
地
よ
さ
は
『
桃

花
源
詩
』
に
よ
る
も
の
か
と
さ
え
思
う
。
そ
の
『
桃
花
源
詩
』
が
、「
紀
歴
の
志

無
し
と
雖
も
、
四
時
自
の
ず
か
ら
歳
を
成
す
」
と
詠
う
が
、
信
貴
山
縁
起
絵
巻

が
ま
さ
に
絵
巻
上
見
え
る
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
の
が
、
そ
の
「
紀
歴
」
で
あ

り
「
四
時
」
で
あ
る
。
絵
巻
各
々
の
場
面
に
紀
日
が
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
節
供
に
合
致
し
順
序
よ
く
並
ん
で
い
る
（
延
喜
加
持
巻
は
別
の
紀
日
）、
と
し

て
良
い
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
よ
く
構
想
さ
れ
た
仕
掛
け
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く

一
方
に
宮
廷
の
年
中
行
事
的
な
発
想
が
あ
り
、
他
方
で
は
よ
り
広
範
な
神
仏
に

か
か
わ
る
信
仰
や
形
而
上
的
志
向
が
あ
っ
て
具
体
を
支
え
て
い
る
。

な
お
延
喜
加
持
巻
に
は
、
落
板
敷
上
戸
前
に
置
か
れ
る
年
中
行
事
障
子
が
、

銀
地
墨
書
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
二
度
描
か
れ
て
い
る
。
年
中
行
事
障
子
は
じ
っ
さ

い
は
『
帝
王
編
年
記
』
仁
和
元
年
五
月
（
三
月
）
二
十
五
日
条
に
あ
る
よ
う
に

「
絹
突
立
障
子
」
で
あ
り
、
本
来
銀
地
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
宮
廷

公
事
の
名
目
を
書
き
と
ど
め
た
重
要
な
調
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
強
調
的
表
現
と
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し
た
か
と
想
像
し
た
い
。
節
供
に
従
っ
て
表
現
さ
れ
た
信
貴
山
縁
起
絵
巻
の
テ

ー
マ
と
は
無
関
係
で
は
な
い
。

つ
ぎ
に
、
大
仏
殿
の
場
面
を
み
れ
ば
、
こ
れ
が
た
だ
上
代
の
信
仰
の
結
実
と

し
て
の
東
大
寺
を
見
せ
る
の
み
で
は
な
く
、
鳥
羽
天
皇
の
受
戒
に
掛
け
な
が
ら
、

尼
公
（＝

天
照
大
神
・
救
世
観
音
）
を
通
し
て
、
よ
り
広
く
新
し
い
信
仰
世
界
へ

と
導
く
窓
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
絵
巻
に
こ
の
よ
う
な
形
で
天
照
大

神
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
驚
き
、
そ
の
時
代
の
い
わ
ゆ
る
中
世
神
話
の
新
展
開

と
は
無
縁
で
は
無
い
こ
と
を
知
る
。
一
方
で
、
い
わ
ば
あ
り
の
ま
ま
に
表
さ
れ

た
尼
公
の
行
動
は
、
や
は
り
当
時
の
ご
く
限
ら
れ
た
鑑
賞
者
を
前
提
に
し
た
幽

玄
微
妙
な
図
柄
の
は
ず
で
あ
る
、
と
も
思
う
。
そ
の
よ
う
な
表
現
の
態
度
は
、

延
喜
加
持
巻
と
も
共
通
す
る
。
延
喜
加
持
巻
に
は
醍
醐
天
皇
の
存
在
が
示
さ
れ

る
が
、
そ
こ
に
は
天
子
へ
の
畏
怖
と
敬
愛
の
眼
差
し
が
あ
る
。
こ
の
感
覚
は
命

蓮
と
尼
公
と
に
も
全
巻
を
通
し
て
か
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
信
貴
山

縁
起
絵
巻
の
通
奏
低
音
を
な
す
も
の
と
思
う
。

そ
の
延
喜
加
持
巻
の
詞
章
の
主
体
は
、
本
文
で
考
え
た
よ
う
に
勧
修
寺
流
藤

原
氏
で
あ
る
と
思
う
。
醍
醐
天
皇
に
近
し
い
語
り
口
で
あ
る
。
命
蓮
の
加
持
祈

祷
を
引
き
出
し
た
の
は
、
は
じ
め
は
藤
原
恒
佐
や
源
清
蔭
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
実
際
に
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
お
そ
ら
く
は
醍
醐
天
皇
の
母

贈
皇
太
后
胤
子
の
出
身
家
で
あ
る
勧
修
寺
流
藤
原
氏
の
人
だ
ろ
う
。
具
体
的
に

は
延
喜
加
持
巻
の
詞
章
は
帝
に
近
侍
し
た
人
の
語
り
口
で
あ
り
、
藤
原
定
方
の

存
在
が
浮
か
び
あ
が
る
。
定
方
の
語
り
口
が
後
世
に
受
け
継
が
れ
絵
巻
の
詞
章

が
成
立
し
た
と
い
う
事
か
、
と
思
う
。
延
喜
加
持
巻
の
言
説
が
あ
る
以
上
、
信

貴
山
縁
起
絵
巻
に
勧
修
寺
流
藤
原
氏
の
意
図
と
関
与
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
定
方
は
、
延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
八
月
の
醍
醐
天
皇
に
よ
る
国
母
胤
子

の
供
養
に
立
ち
あ
っ
て
い
る
。
そ
の
供
養
は
聖
徳
太
子
の
故
事
逸
聞
に
し
た
が

い
、
忉
利
天
善
法
堂
に
お
け
る
為
母
説
法
に
倣
う
も
の
だ
っ
た
。

信
貴
山
縁
起
絵
巻
尼
公
巻
の
構
想
は
、
聖
徳
太
子
の
為
母
説
法
譚
と
、
こ
れ

を
受
け
た
醍
醐
天
皇
の
勧
修
寺
に
お
け
る
国
母
胤
子
供
養
に
追
随
し
た
も
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
推
測
で
あ
る
。
尼
公
（
善
光
寺
阿
弥
陀
如
来
で

あ
り
、
じ
つ
は
穴
穂
部
間
人
皇
后
）
が
、
信
貴
山
寺
で
命
蓮
で
あ
る
聖
徳
太
子
に
相

見
し
、
そ
こ
で
太
子
の
為
母
説
法
が
行
わ
れ
る
、
と
い
う
も
の
だ
と
思
う
。
聖

徳
太
子
の
為
母
説
法
譚
は
、
す
で
に
太
子
薨
去
時
に
は
成
立
し
て
い
た
説
話
で

あ
り
、
本
来
は
忉
利
天
善
法
堂
で
の
説
法
譚
で
あ
る
が
、
舞
台
を
東
大
寺
西
南

の
信
貴
山
寺
に
設
定
し
て
描
か
れ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
は

信
貴
山
寺
が
毘
沙
門
天
の
霊
地
で
あ
っ
た
た
め
で
、
善
法
堂
と
は
四
天
王
が
居

る
べ
き
場
所
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
真
諦
訳
『
佛
説
立
世
阿
毘
曇
論
』
な
ど
）。

そ
の
信
貴
山
が
、
勧
修
寺
流
藤
原
氏
と
命
蓮
に
よ
る
醍
醐
天
皇
加
持
を
導
き
だ

し
、
物
語
の
連
環
を
生
ん
だ
の
だ
。

本
文
で
勧
修
寺
流
藤
原
氏
の
顕
隆
の
妻
悦
子
が
、
鳥
羽
天
皇
の
乳
母
の
一
人

と
し
た
が
、
勧
修
寺
流
藤
原
氏
が
親
身
に
な
っ
て
鳥
羽
天
皇
を
見
守
っ
た
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
本
文
で
記
し
た
よ
う
に
、
鳥
羽
天
皇
の
誕
生
譚
は
釈
迦

の
伝
記
に
通
じ
、
聖
徳
太
子
の
伝
記
に
も
重
な
る
。
ま
た
早
逝
し
た
母
苡
子
の

た
め
の
法
会
が
企
て
ら
れ
、
実
際
に
二
度
の
法
華
八
講
が
記
録
に
残
り
（
忉
利

天
説
法
の
態
）、
国
忌
も
設
置
さ
れ
た
（
前
述
）。
尼
公
巻
は
そ
の
鳥
羽
天
皇
の
為

母
説
法
譚
と
も
重
層
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
う
い

う
発
想
を
し
た
の
は
、
命
蓮
の
醍
醐
天
皇
加
持
と
、
醍
醐
天
皇
の
国
母
胤
子
供

養
と
の
二
つ
の
記
憶
の
あ
る
勧
修
寺
流
藤
原
氏
の
家
系
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え

る
。と

こ
ろ
で
、
勧
修
寺
流
藤
原
氏
の
う
ち
で
、
東
大
寺
に
関
係
を
持
っ
た
人
は
、

十
二
世
紀
前
半
に
二
人
が
い
る
。
一
人
は
、
藤
原
為
隆
（
一
〇
七
〇
〜
一
一
三
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〇
）
で
あ
る
。
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
に
は
造
東
大
寺
長
官
と
な
る
。
ま
た
為

隆
は
信
貴
山
寺
に
四
天
王
像
を
造
立
供
養
し
た
（『
後
拾
遺
往
生
伝
』）。
た
だ
し

明
確
な
年
代
は
分
か
ら
な
い
。
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
に
は
六
角
堂
近
く
に
丈

六
堂
を
建
て
、
そ
こ
に
は
阿
弥
陀
如
来
像
と
と
も
に
四
天
王
像
を
安
置
し
て
い

る
（
152
）。
為
隆
は
お
そ
ら
く
聖
徳
太
子
信
仰
を
も
っ
て
い
た
人
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
。

ま
た
そ
の
弟
で
あ
る
寛
信
は
前
述
の
よ
う
に
、
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
に
東
大

寺
別
当
と
な
る
。
寛
信
は
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
五
月
五
日
の
鳥
羽
天
皇
の
東

大
寺
受
戒
時
の
羯
磨
師
で
あ
る
（
153
）。

勧
修
寺
流
藤
原
氏
で
は
な
い
が
、
こ
の
寛
信
の
弟
子
興
然
（
一
一
二
一
〜
一
二

〇
三
）
に
信
貴
山
寺
と
の
交
流
が
あ
る
こ
と
は
、
記
憶
す
べ
き
で
あ
る
。
興
然
は

久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
に
、
信
貴
山
寺
に
（
如
法
）
尊
勝
法
や
毘
沙
門
天
法
を

伝
え
て
い
る
（『
四
巻
』）。
こ
の
事
を
も
っ
て
も
、
当
時
の
信
貴
山
寺
と
勧
修
寺

の
交
流
が
分
か
る
。
こ
の
興
然
は
す
ぐ
れ
た
図
像
研
究
者
で
も
あ
る
。
も
う
一

人
確
認
で
き
る
の
に
醍
醐
寺
の
深
賢
が
い
る
。
深
賢
は
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）

に
、
参
籠
中
の
信
貴
山
寺
で
信
救
の
『
白
氏
新
楽
府
略
意
』
を
写
し
た
。『
新
楽

府
』
に
は
「
百
錬
鏡
」
が
あ
る
。
勧
修
寺
や
醍
醐
寺
、
そ
れ
に
東
大
寺
と
い
う

環
境
が
や
は
り
大
事
だ
ろ
う
と
思
う
。

最
後
に
、「
牝
馬
之
貞
」
の
例
で
知
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
尼
公
巻
に

『
易
経
』
が
援
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
は
、
本
文
に
記
し
た
と
お
り
で
あ

る
。『
易
経
』
は
、『
論
語
』
述
而
第
七
に
「
子
曰
、
加
我
数
年
、
五
十
以
学
、

易
可
以
無
大
過
矣
」
と
あ
る
よ
う
に
、
齢
五
十
に
し
て
学
ぶ
も
の
の
よ
う
だ
。

信
貴
山
縁
起
絵
巻
に
は
尼
公
巻
の
、
木
曾
路
の
場
面
（「
坤
」）、
大
仏
殿
の
場
面

（「
泰
」）、
最
後
の
命
蓮
姉
尼
公
邂
逅
の
場
面
（「
節
」）
に
、『
易
経
』
テ
キ
ス
ト

と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
。
結
局
「
節
」
は
、
そ
の
主
爻
で
あ
る
九
五
に
依
れ

ば
、
陽
爻
が
正
し
く
「
天
子
の
位
に
在
っ
て
、
率
先
し
て
節
度
の
道
を
行
わ
れ

る
。
か
つ
中
庸
に
し
て
度
を
過
ご
す
こ
と
が
な
く
、
正
義
で
私
心
が
な
い
か
ら

何
事
も
滞
り
な
く
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
謂
う
よ
う
に
（
154
）、
政
の
道
を
説
い
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
信
貴
山
縁
起
絵
巻
が
「
節
供
」
を
主
題
に
イ
メ

ー
ジ
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
こ
の
「
節
」
に
至
る
思
想
的
帰
着
に
は
、
よ

く
考
え
ら
れ
た
一
定
の
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
三
月
三
日

の
桃
樹
が
導
く
『
桃
花
源
詩
』「
節
」
の
意
味
は
重
大
で
あ
る
。
今
後
も
『
易

経
』
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
考
え
る
こ
と
と
し
て
お
き
た
い
。

注（
1
）
奈
良
県
指
定
有
形
文
化
財
『
信
貴
山
寺
資
財
宝
物
帳
』、
朝
護
孫
子
寺
所
蔵
。

『
国
宝
信
貴
山
縁
起
絵
巻
―
朝
護
孫
子
寺
と
毘
沙
門
天
王
信
仰
の
至
宝
―
』（
奈

良
国
立
博
物
館
編
集
発
行
展
覧
会
図
録
、
二
〇
一
六
年
）
に
図
版
と
解
説
が
あ
る
。

翻
刻
は
『
平
安
遺
文
』
四
九
〇
四
。

東
野
治
之
氏
「
信
貴
山
寺
資
財
宝
物
帳
―
翻
刻
と
覚
書
―
」、『
橿
原
考
古
学
研
究

所
論
集
』
第
十
七
、
二
〇
一
八
年
。

命
蓮
は
、
置
文
に
『
春
秋
左
氏
伝
』「
不
能
弁
菽
麦
」
を
引
く
程
の
知
識
あ
る
聖
と

み
ら
れ
る
。
ま
た
命
蓮
が
法
華
経
信
仰
を
主
に
（「
更
無
人
音
」「
更
無
他
行
」「
皆

成
仏
道
」
は
法
華
経
語
彙
）
、
神
祇
を
も
等
し
く
尊
崇
し
た
こ
と
が
、
そ
の
内
容
か

ら
理
解
で
き
る
。

（
2
）
拙
稿
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
の
信
仰
背
景
」、『
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
蔵

国
宝
信
貴

山
縁
起
絵
巻
調
査
研
究
報
告
書
―
研
究
・
資
料
編
―
』、
奈
良
国
立
博
物
館
・
東

京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
。

（
3
）
『
島
本
町
史
』（
島
本
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
集
、
島
本
町
役
場
発
行
、
一
九
七
五

年
）
一
〇
五
頁
。

（
4
）
摂
津
国
島
上
郡
水
無
瀬
庄
絵
図
、
正
倉
院
中
倉
一
四
、
紙
本
墨
画
淡
彩
、
二
八
・

八
×
六
九
・
八
㎝
、
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）。

（
5
）
栄
原
永
遠
男
氏
「
古
代
荘
図
の
作
成
と
機
能
」（『
日
本
古
代
荘
園
図
』
、
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
の
注
八
。

（
6
）
注
3
『
島
本
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
山
崎
庄
の
散
所
の
長
者
が
飛
倉
巻
下
衆
徳
人
の

モ
デ
ル
で
あ
る
。
長
者
は
ま
た
山
崎
庄
田
堵
と
も
重
な
る
。
命
蓮
の
時
代
か
ら
は

降
る
が
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
七
月
に
は
、
田
堵
ら
八
人
が
連
名
で
東
大
寺
に
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対
し
て
五
節
供
に
奉
仕
し
畠
の
地
子
を
弁
済
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
文
書
が
残
る

（「
東
大
寺
文
書
」
四
―
七
一
（『
平
安
遺
文
』
二
二
〇
一
））。

（
7
）
同
前
書
一
一
一
頁
。

（
8
）
三
木
紀
人
氏
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
二
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
〇
年
）
の
脚
注
に
「
飛
来
し
た
の
は
そ
れ
な
り
の
い
わ
れ
が
あ
る
と
い
う

判
断
に
よ
る
返
事
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
『
古
事
記
』
上
つ
巻
「
伊
邪
那
岐
命
と
伊
邪
那
美
命
」
三
貴
子
分
治
の
段
。
倉
野

憲
司
校
注
『
古
事
記
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
三
年
）
三
三
頁
。

（
10
）
岡
田
精
司
氏
、『
古
事
記
』（
日
本
思
想
大
系
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
）
の

頭
注
「
御
倉
板
挙
之
神
」（
四
二
頁
）。

西
宮
一
民
氏
校
注
『
古
事
記
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
二
七
、
新
潮
社
、
一
九
九
九

年
）
三
六
一
頁
。

（
11
）
校
倉
が
信
貴
山
に
か
か
る
と
こ
ろ
、
中
遠
景
の
大
杉
と
は
明
ら
か
に
遠
近
が
逆
転

し
て
い
る
。
な
お
こ
の
大
杉
は
「
わ
が
庵
は
三
輪
の
山
も
と
恋
し
く
は
訪
ひ
き
ま

せ
杉
た
て
る
か
ど
」（『
古
今
集
』
九
八
二
）
の
標
の
杉
か
。

（
12
）
大
江
匡
房
『
江
家
次
第
』
は
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
の
匡
房
没
年
直
前
ま
で
執

筆
。
匡
房
に
は
他
に
『
江
家
年
中
行
事
』
も
あ
る
。

（
13
）
『
雲
図
抄
』
は
、
勧
修
寺
流
藤
原
氏
長
者
、
藤
原
顕
隆
（
一
〇
七
二
〜
一
一
二
九
）

が
弟
の
重
隆
（
一
〇
七
六
〜
一
一
一
八
）
に
依
嘱
し
て
成
立
し
た
、
宮
中
年
中
行

事
を
指
図
を
以
て
説
明
し
た
も
の
。
成
立
は
永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
よ
り
元
永

元
年
（
一
一
一
八
）
の
間
。

（
14
）
橘
長
盛
「
主
な
く
て
さ
ら
せ
る
布
を
織
女
に
わ
が
心
と
や
今
日
は
か
さ
ま
し
」
は

七
月
七
日
と
布
引
の
滝
を
重
ね
て
い
る
。

（
15
）
『
信
貴
山
寺
資
財
宝
物
帳
』
に
「
伏
願
、
鎮
守
山
王
、
勧
請
諸
神
、
加
於
冥
助
、

護
持
伽
藍
」
と
あ
る
。

（
16
）
『
信
貴
山
寺
資
財
宝
物
帳
』
に
「
尋
於
先
跡
、
続
於
鶏
山
」
と
あ
る
。

亀
田
孜
氏
「
信
貴
山
縁
起
虚
実
雑
考
」、『
佛
教
藝
術
』
二
七
号
、
一
九
五
六
年
。

以
下
、
命
蓮
像
に
迦
葉
像
を
投
影
し
表
さ
れ
る
場
面
が
み
え
る
が
、
迦
葉
の
出
身

家
は
、「
北
方
毘
沙
門
天
宮
の
宅
の
如
く
」
で
あ
り
（『
仏
本
行
集
経
』
巻
第
四
五
、

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
三
巻N

o.190,861c11

〜861c12

）、
ま
た
林
中
十
二
年
梵

行
を
修
し
た
と
い
う
（『
毘
尼
母
経
』、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
四
巻N

o.1463,
803c18

〜803c19

）。
ま
た
迦
葉
は
、
父
母
が
畢
鉢
羅
樹
神
に
祈
り
誕
生
し
た

（『
法
華
文
句
』
一
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
三
四
巻N

o.1718,9c26

〜9c29

）、
後

文
の
鳥
羽
天
皇
の
「
神
子
」
譚
に
も
重
な
る
。

（
17
）
大
江
匡
房
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
二
―
二
「
白
河
院
熊
野
山
多
宝
塔
供
養
願

文
」
に
「
念
深
於
鶏
足
之
洞
」、
同
三
―
二
三
「
修
理
大
夫
顕
季
卿
仁
和
寺
九
体
阿

弥
堂
供
養
願
文
」
に
「
宜
受
衣
於
鶏
足
之
洞
」。

な
お
『
梁
塵
秘
抄
』
一
八
二
歌
に
も
「
迦
葉
尊
者
の
石
の
室
、
祇
園
精
舎
の
鐘
の

聲
、
醍
醐
の
山
に
は
仏
法
僧
、
鶏
足
山
に
は
法
の
聲
」
と
歌
わ
れ
る
。
雞
足
山
が

醍
醐
寺
と
関
連
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
醍
醐
寺
も
早
く

か
ら
雞
足
山
で
あ
る
と
さ
れ
た
（
信
貴
山
寺
と
醍
醐
寺
が
近
い
関
係
に
あ
っ
た
可

能
性
を
想
像
し
た
い
）。

志
田
延
義
氏
校
注
『
梁
塵
秘
抄
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
七
三
、
岩
波
書
店
、
一
九

六
五
年
）
五
〇
二
頁
補
注
参
照
。

（
18
）
小
南
一
郎
氏
『
西
王
母
と
七
夕
伝
承
』（
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
）「
第
八
章
神
話

的
原
理
と
そ
の
人
間
化
」
二
八
二
頁
。

（
19
）
木
川
敏
雄
氏
「
大
迦
葉
と
彼
の
頭
陀
行
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
二
巻
一
号
、

一
九
八
三
年
。

（
20
）
『
梁
塵
秘
抄
』
一
八
一
歌
「
迦
葉
尊
者
の
裳
の
裾
は
、
文
殊
の
袂
に
打
ち
羽
振
き
、

大
通
王
の
佩
け
る
太
刀
、
大
悲
の
膝
に
ぞ
解
き
懸
け
し
」。

志
田
延
義
氏
校
注
『
梁
塵
秘
抄
』（
前
出
注
17
書
三
七
六
頁
）
の
頭
注
に
「（
糞
掃

衣
の
）
そ
の
見
苦
し
い
衣
の
裾
」
と
あ
る
。

な
お
迦
葉
の
衣
は
十
万
両
に
も
値
す
る
（『
大
智
度
論
』
巻
第
二
六
、『
大
正
新
脩

大
蔵
経
』
二
五
巻N

o.1509,252c26

〜253a01

）。

（
21
）
白
居
易
『
長
恨
歌
』
の
一
節
「
七
月
七
日
長
生
殿

夜
半
無
人
私
語
時

在
天
願

作
比
翼
鳥

在
地
願
為
連
理
枝
」
に
よ
っ
て
い
て
、
こ
の
場
面
は
七
月
七
日
と
な

る
。
な
お
『
博
物
志
』
に
、
西
王
母
が
漢
武
帝
を
訪
問
し
桃
を
与
え
る
の
は
七
月

七
日
で
あ
る
。『
長
恨
歌
』
は
玄
宗
皇
帝
が
漢
武
帝
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
注
意
。

（
22
）
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
木
村
紀
子
氏
の
左
記
論
文
に
よ
る
。

木
村
紀
子
氏
「「
信
濃
国
聖
事
」
の
な
り
た
ち
と
「
信
貴
山
縁
起
絵
」」、『
書
と
声

わ
ざ
―
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
生
成
の
時
代
―
』、
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
。
二

〇
〇
〇
年
初
出
。

（
23
）
福
山
敏
男
氏
「
信
貴
山
と
命
蓮
」、『
美
術
研
究
』
一
五
二
号
、
一
九
四
九
年
。

東
野
治
之
氏
前
掲
注
1
論
文
。

藤
原
恒
佐
は
、
か
つ
て
信
濃
国
権
介
（
寛
平
十
年
（
八
九
八
）
任
）、
承
平
二
年

（
九
三
二
）
時
は
中
納
言
、
左
衛
門
督
、
東
大
寺
俗
別
当
。
承
平
七
年
（
九
三
七
）

時
は
右
大
臣
、
東
大
寺
検
校
。
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（
24
）
『
扶
桑
略
記
』
裏
書
に
「（
延
長
八
年
八
月
）
十
九
日
庚
戌
、
依
修
験
之
間
、
召
河

内
国
志
貴
山
寺
住
沙
弥
命
蓮
、
令
候
左
兵
衛
陣
、
為
加
持
候
御
前
」
と
あ
る
。

（
25
）
鈴
木
敬
三
氏
『
初
期
絵
巻
物
の
風
俗
史
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
）

四
五
二
頁
。

（
26
）
洞
院
実
煕
『
蛙
抄
』（
一
五
世
紀
前
半
）。『
輿
車
図
考
』
引
用
の
『
蛙
抄
』
該
当
部

分
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
、「
蛙
抄
云
車
副
事

院
十

二
人
或
八
人
、
関
白
八
人
或
六
人
、
親
王
同
、
大
臣
六
人
或
四
人
、
大
納
言
四
人

或
二
人
、
中
納
言
一
人
、
宰
相
散
位
一
人
、
僧
正
四
人
、
僧
都
法
印
二
人
、
律
師

法
眼
法
橋
一
人
、
以
上
或
抄
説
也
」。

『
蛙
抄
』
の
車
副
に
関
す
る
記
述
は
年
中
行
事
絵
巻
（
東
京
国
立
博
物
館
ほ
か
所

蔵
）・
石
山
寺
縁
起
絵
巻
（
石
山
寺
所
蔵
）
と
よ
く
合
致
し
、
古
式
維
持
が
わ
か
る
。

石
村
貞
吉
氏
『
有
識
故
実
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

（
27
）
年
中
行
事
絵
巻
巻
十
五
関
白
賀
茂
詣
の
巻
末
部
分
の
場
面
が
参
考
に
な
る
。

（
28
）
斎
木
涼
子
氏
「
仁
寿
殿
観
音
供
と
二
間
本
尊
―
天
皇
の
私
的
仏
事
の
変
貌
―
」、

『
史
林
』
九
一
巻
二
号
、
二
〇
〇
八
年
。

（
29
）
鈴
木
敬
三
氏
注
25
書
九
五
頁
。
な
お
、『
小
右
記
』
承
暦
三
年
（
九
九
二
）
九
月
朔

日
条
に
「
近
代
三
四
位
袍
其
色
一
同
」
と
も
記
さ
れ
る
。

（
30
）
鈴
木
敬
三
氏
注
25
書
一
〇
四
頁
。

（
31
）
泉
武
夫
氏
『
躍
動
す
る
絵
に
舌
を
巻
く

信
貴
山
縁
起
絵
巻
』（
小
学
館
、
二
〇
〇

四
年
）
六
一
頁
。

（
32
）
『
三
条
右
大
臣
集
』
に
、「
延
長
八
年
九
月
、
み
か
と
お
ほ
ん
や
ま
ひ
を
も
く
な
ら

せ
給
ひ
て
、
御
く
ら
ひ
さ
ら
せ
た
ま
は
ん
と
し
け
る
時
、
よ
み
給
へ
け
る

か
は

り
な
ん
よ
に
は
い
か
て
か
な
か
ら
へ
む

お
も
ひ
や
れ
と
も
ゆ
か
ぬ
こ
ゝ
ろ
を
」

「
か
く
て
、
み
か
と
九
月
廿
九
日
か
く
れ
さ
せ
給
に
け
る
を
な
け
き
て
、
中
納
言

兼
輔
の
も
と
に
い
ひ
つ
か
は
し
給
へ
る

人
の
よ
の
お
も
ひ
に
か
な
ふ
も
の
な
ら

は

わ
か
み
は
き
み
に
を
く
れ
ま
し
や
は

は
か
な
く
て
世
に
ふ
る
よ
り
は
や
ま

し
な
の

み
や
の
く
さ
木
と
な
ら
ま
し
物
を
」
な
ど
の
和
歌
が
あ
り
、
醍
醐
天
皇

と
の
近
し
い
関
係
が
知
ら
れ
る
。

（
33
）
定
方
父
の
勧
修
寺
流
祖
高
藤
と
恒
佐
は
従
兄
弟
。
大
き
く
は
藤
原
氏
北
家
の
冬
嗣

末
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
る
。

（
34
）
福
山
敏
男
氏
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
に
見
ゆ
る
建
築
」、『
畫
説
』
三
一
号
、
一
九
三

九
年
。

（
35
）
鈴
木
敬
三
氏
注
25
書
一
四
二
頁
。

（
36
）
『
群
書
類
従
』
本
に
よ
る
。
な
お
、
石
清
水
臨
時
祭
試
楽
に
つ
い
て
は
、『
江
家
次

第
』
に
も
言
及
が
あ
り
、
火
炬
屋
（
炬
火
屋
）
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
る
。

（
37
）
松
浦
正
昭
氏
「
毘
沙
門
天
曼
荼
羅
と
説
話
絵
」、『
毘
沙
門
天
像
』、
日
本
の
美
術
三

一
五
号
、
至
文
堂
、
一
九
九
二
年
。

（
38
）
谷
口
耕
生
氏
「「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
研
究
序
説
」、『
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
蔵

国

宝
信
貴
山
縁
起
絵
巻
調
査
研
究
報
告
書
―
研
究
・
資
料
編
―
』、
奈
良
国
立
博
物

館
・
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
。

（
39
）
宮
本
常
一
氏
『
絵
巻
物
に
見
る
日
本
庶
民
生
活
誌
』（
中
公
新
書
六
〇
五
、
一
九
八

一
年
）
一
六
四
頁
。

（
40
）
宗
懍
著
・
守
屋
美
都
雄
氏
訳
注
・
布
目
潮
渢
氏
補
訂
『
荊
楚
歳
時
記
』（
平
凡
社
東

洋
文
庫
三
二
四
、
一
九
七
八
年
）。
中
村
喬
氏
『
正
・
続
中
国
の
年
中
行
事
』（
平

凡
社
選
書
一
一
五
・
一
三
四
、
一
九
八
八
年
・
一
九
九
〇
年
）。
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
41
）
佐
竹
昭
広
氏
・
山
田
英
雄
氏
・
工
藤
力
夫
氏
・
大
谷
雅
夫
氏
・
山
崎
福
之
氏
校
注

『
万
葉
集
』（
一
）（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
三
年
）
注
三
〇
九
は
、
さ
ら
に
『
藝
文

類
聚
』「
神
境
記
」
松
に
遡
る
。

倉
野
憲
司
校
注
『
古
事
記
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
三
年
）
三
三
頁
。

（
42
）
千
野
香
織
氏
「
信
貴
山
の
成
立
―
風
景
表
現
の
日
本
化
に
つ
い
て
―
」（『
信
貴
山

縁
起
絵
巻
』
名
宝
日
本
の
美
術
第
一
一
巻
、
小
学
館
、
一
九
八
二
年
）
一
二
五
頁
。

（
43
）
佐
野
み
ど
り
氏
「
説
話
画
の
文
法
―
信
貴
山
縁
起
絵
巻
に
み
る
叙
述
の
論
理
―
」

（『
日
本
絵
画
史
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
一
六
頁
。

（
44
）
川
端
真
理
子
氏
「
高
松
塚
古
墳
壁
画
に
お
け
る
日
月
と
遠
山
表
現
」、『
美
術
史
研

究
』
第
四
五
冊
、
二
〇
〇
七
年
。

（
45
）
岸
俊
男
氏
「
東
大
寺
山
堺
四
至
図
に
つ
い
て
」、『
正
倉
院
年
報
』
五
号
、
一
九
八

三
年
。

（
46
）
竹
村
信
治
氏
「〈
絵
語
り
〉
の
構
図
―
『
信
貴
山
縁
起
』／「
信
濃
国
聖
事
」
―
」、

『
日
本
文
学
』
四
一
巻
七
号
、
一
九
九
二
年
。

（
47
）
『
僧
妙
達
蘇
生
注
記
』（
『
続
々
群
書
類
従
』
巻
一
六
所
収
）。

天
暦
九
年
（
九
五

五
）
を
余
り
降
ら
な
い
頃
に
成
立
し
た
。
命
蓮
の
こ
と
と
し
て
、「
河
内
国
深
貴
寺

明
蓮
師
者

卅
年
之
内
奉
読
法
花

无
量
罪
除

兜
率
天
内
院
高
座
之
上

可
講

法
花
経
」
と
あ
る
。

（
48
）
こ
こ
ら
辺
り
の
図
が
、
後
の
石
山
寺
縁
起
絵
巻
に
そ
れ
と
わ
か
る
図
様
で
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。

北
澤
菜
月
氏
「「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
の
伝
来
を
め
ぐ
っ
て
―
近
世
に
お
け
る
そ
の

評
価
と
住
吉
模
本
の
意
義
―
」、『
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
蔵

国
宝
信
貴
山
縁
起
絵

巻
調
査
研
究
報
告
書
―
研
究
・
資
料
編
―
』、
奈
良
国
立
博
物
館
・
東
京
文
化
財
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研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
。

（
49
）
『
令
』
巻
第
十
「
雑
令
」
第
卅
に
「
凡
正
月
一
日
。
七
日
。
十
六
日
。
三
月
三
日
。

五
月
五
日
。
七
月
七
日
。
十
一
月
大
嘗
日
。
皆
為
節
日
」
と
あ
る
（『
日
本
思
想
大

系
』
三
、『
律
令
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
に
よ
る
）。
こ
こ
に
九
月
九
日
が

見
え
な
い
が
、
こ
れ
は
天
武
天
皇
忌
日
に
当
た
る
た
め
に
避
け
ら
れ
、
大
同
二
年

（
八
〇
七
）
に
至
っ
て
再
開
さ
れ
た
。

（
50
）
注
40
の
『
荊
楚
歳
時
記
』
二
〇
九
頁
に
よ
る
。

（
51
）
『
日
本
紀
略
』
に
「
寛
平
五
年
九
月
九
日
辛
巳
。
重
陽
宴
、
題
云
、
観
群
臣
佩
茱

萸
」
と
あ
る
。

（
52
）
小
川
環
樹
氏
『
中
国
詩
人
選
集
第
六
巻
王
維
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）「
跋
」

二
一
三
頁
。

（
53
）
中
島
博
氏
「
麻
布
山
水
図
に
つ
い
て
」、『
正
倉
院
年
報
』
一
七
号
、
一
九
九
五
年
。

（
54
）
木
村
紀
子
氏
前
掲
注
22
論
文
。

（
55
）
高
田
真
治
氏
・
後
藤
基
巳
氏
訳
著
『
易
経
』
上
下
（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
九
年
）

に
よ
る
。

（
56
）
井
上
泰
氏
「『
信
貴
山
縁
起
』
尼
公
の
巻
の
〈
絵
語
り
〉」、『
広
島
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
紀
要
第
二
部
』
五
六
号
、
二
〇
〇
七
年
。

（
57
）
『
栄
花
物
語
』（
下
）（
日
本
古
典
文
学
大
系
七
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）

「
駒
競
べ
の
行
幸
」
の
一
六
〇
頁
。

（
58
）
前
掲
注
50
。

（
59
）
中
村
喬
氏
著
『
中
国
の
年
中
行
事
』（
平
凡
社
選
書
一
一
五
、
一
九
八
八
年
）
二
三

七
頁
。『
初
学
記
』（
唐
徐
堅
撰
）
は
平
安
時
代
に
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。

（
60
）
『
古
事
記
』
上
つ
巻
に
「
そ
の
大
嘗
を
聞
こ
し
め
す
殿
」（
岩
波
文
庫
『
古
事
記
』

三
九
頁
）、『
日
本
書
紀
』
神
代
上
第
七
段
に
「
復
天
照
大
神
の
新
嘗
し
め
す
時
を

見
て
、
則
ち
陰
に
新
宮
に
放
屎
」（
岩
波
文
庫
『
日
本
書
紀
』（
一
）
七
四
頁
）、
一

書
に
「
日
神
の
新
嘗
し
め
す
時
に
乃
至
び
て
」（
同
八
〇
頁
）
と
あ
る
。

（
61
）
『
日
本
書
紀
』
皇
極
天
皇
元
年
十
一
月
「
丁
卯
に
、
天
皇
新
嘗
御
す
」（
岩
波
文
庫

『
日
本
書
紀
』（
四
）
一
九
八
頁
）
と
あ
る
。

（
62
）
小
南
一
郎
氏
『
西
王
母
と
七
夕
伝
承
』（
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
）「
第
四
章
人
日

と
玉
章
」
一
二
四
頁
。

（
63
）
人
勝
（
人
勝
残
欠
雑
張
）、
正
倉
院
北
倉
一
五
六
、
三
一
・
〇
×
三
一
・
〇
㎝
。

（
64
）
山
中
裕
氏
『
平
安
朝
の
年
中
行
事
』（
塙
書
房
、
一
九
七
二
年
）
一
三
一
頁
。

（
65
）
小
南
一
郎
氏
注
62
書
。
一
二
七
〜
一
二
八
頁
。

（
66
）
な
お
「
杖
」
は
西
王
母
の
持
物
（
仙
人
杖
、
西
王
母
杖
）
で
も
あ
る
。
小
南
一
郎

氏
注
62
書
七
五
頁
。

（
67
）
大
江
匡
房
『
江
家
次
第
』
巻
二
「
卯
杖
事

正
月
上
卯
」。

（
68
）
小
林
太
市
郎
氏
「
信
貴
山
縁
起
の
分
析
―
ひ
い
て
そ
の
絵
解
き
の
こ
こ
ろ
み
」、

『
佛
教
藝
術
』
五
○
・
五
一
号
、
一
九
六
二
・
六
三
年
。

阿
部
泰
郎
氏
「
山
に
行
う
聖
と
女
人
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
と
東
大
寺
・
善
光
寺

を
め
ぐ
り
て
」、『
湯
屋
の
皇
后
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
。
一
九
九

一
年
初
出
。

（
69
）
鈴
木
敬
三
氏
「
蒲
葵
扇
」（『
有
識
故
実
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）

六
三
五
頁
）。

（
70
）
亀
井
若
菜
氏
「「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
論
」（『
語
り
だ
す
絵
巻
』、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、

二
〇
一
五
年
）
注
一
四
と
注
三
八
。

千
野
香
織
氏“N

ew
A
pproaches

to
12th

Century
N
arrative

Painting
in

Japan
”

「
十
二
世
紀
の
物
語
絵
画
（「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」）
研
究
の
新
し
い
試

み
」、『
千
野
香
織
著
作
集
』、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
一
〇
年
。
二
〇
〇
一
年
初
出
。

（
71
）
小
南
一
郎
氏
「
桃
の
傳
説
」（『
東
方
学
報
』
七
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
五
五
頁
。

（
72
）
九
条
家
本
延
喜
式
巻
三
十
裏
文
書
、
長
元
八
年
十
月
二
日
「
大
中
臣
為
政
解
」

（『
平
安
遺
文
』
五
四
五
）。

（
73
）
取
替
川
を
「
大
和
国
添
下
郡
鳥
貝
郷
の
辺
り
か
」（『
和
歌
の
歌
枕
・
地
名
大
辞

典
』、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
八
年
）
と
す
れ
ば
、
富
雄
川
と
な
る
。

（
74
）
松
樹
と
桃
樹
の
列
ぶ
場
面
は
、
聖
徳
太
子
三
歳
の
事
績
「
桃
花
よ
り
青
松
を
賞

す
」（『
聖
徳
太
子
伝
暦
』）
を
想
起
さ
せ
る
。

（
75
）
「
三
千
年
」
の
語
は
、
西
王
母
が
漢
武
帝
に
与
え
た
桃
に
ち
な
ん
で
い
る
。

（
76
）
『
落
窪
物
語
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
一
八
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
二
三

二
頁
。

（
77
）
泉
武
夫
氏
注
31
書
一
〇
二
頁
。

（
78
）
阿
部
泰
郎
氏
注
68
論
文
。

（
79
）
そ
の
時
の
東
大
寺
別
当
は
勝
覚
（
醍
醐
寺
座
主
定
賢
の
弟
子
、
東
大
寺
別
当
の
前

に
は
醍
醐
寺
座
主
、
後
に
醍
醐
寺
三
宝
院
創
建
）。
俗
別
当
は
信
貴
山
に
信
仰
の
あ

る
藤
原
為
隆
（
勧
修
寺
流
藤
原
氏
）。
後
考
す
る
よ
う
に
勝
覚
は
天
照
大
神
と
大
日

如
来
の
関
係
に
つ
い
て
深
く
考
察
し
て
い
る
（
斎
木
涼
子
氏
）。

（
80
）
『
東
大
寺
要
録
』
本
願
章
第
一
（
筒
井
英
俊
氏
校
訂
『
東
大
寺
要
録
』）
十
一
頁
。

（
81
）
斎
木
涼
子
氏
「
東
大
寺
僧
の
伊
勢
神
宮
参
詣
と
中
世
的
神
仏
習
合
」、『
頼
朝
と
重

源
東
大
寺
再
興
を
支
え
た
鎌
倉
と
奈
良
の
絆
』、
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
二
年
。

（
82
）
谷
口
耕
生
氏
の
発
言
。

72
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（
83
）
隋
唐
の
制
で
は
、
三
月
上
巳
に
皇
后
に
よ
っ
て
先
蚕
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。

新
城
理
恵
氏
「
先
蚕
儀
礼
と
中
国
の
蚕
神
信
仰
」、『
比
較
民
俗
研
究
』
四
号
、
一

九
九
一
年
。

小
野
勝
年
氏
「
正
倉
院
の
年
中
行
事
品
」、『
佛
教
藝
術
』
一
〇
八
号
、
一
九
七
六

年
。

（
84
）
『
古
事
記
』
上
つ
巻
に
は
「
天
照
大
御
神
、
忌
服
屋
に
坐
し
て
神
御
衣
織
ら
し
め

た
ま
ひ
し
時
」
と
あ
る
（
岩
波
文
庫
『
古
事
記
』、
一
九
六
三
年
。
三
九
頁
）。

『
日
本
書
紀
』
神
代
上
第
五
段
に
「
（
天
照
大
神
）
又
口
の
裏
に
蚕
を
含
み
て
、
便

ち
糸
抽
く
こ
と
得
た
り
。
此
よ
り
始
め
て
養
蚕
の
道
有
り
」
と
あ
る
（
岩
波
文
庫

『
日
本
書
紀
』（
一
）、
一
九
九
四
年
。
六
〇
頁
）。

西
宮
一
民
氏
は
天
照
大
神
は
、「
神
に
捧
げ
る
御
衣
を
織
る
「
服
織
女
」
の
性
格
を

表
象
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
（
同
氏
注
10
前
掲
書
三
五
七
頁
）。

（
85
）
小
南
一
郎
氏
前
掲
注
18
・
62
書
（「
牽
牛
織
女
の
物
語
り
」「
七
夕
と
西
王
母
」）
に

よ
れ
ば
、
天
漢
で
の
牽
牛
と
織
姫
の
会
合
譚
の
成
立
は
『
詩
経
』
の
時
代
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
が
、
そ
れ
が
七
月
七
日
の
事
と
知
ら
れ
る
の
は
後
漢
時
代
末
の
崔
寔

『
四
民
月
令
』
で
あ
る
。『
博
物
志
』『
漢
武
故
事
』
は
そ
れ
に
少
し
遅
れ
る
成
立

で
あ
り
、
西
王
母
譚
が
遅
れ
て
七
夕
譚
に
近
接
し
て
い
く
。

（
86
）
仁
海
『
小
野
六
帖
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
七
八
巻N

o.2473,
100b06

〜100b
18

）。

（
87
）
小
島
憲
之
氏
『
懐
風
藻
』
補
注
八
五
「
青
鳥
」（
日
本
古
典
文
学
大
系
六
九
、
岩
波

書
店
、
一
九
六
四
年
）
一
四
五
頁
。

（
88
）
吉
野
圭
南
氏
「
七
夕
に
お
け
る
西
王
母
と
王
子
喬
―
大
江
以
言
「
七
夕
陪
秘
書
閤
、

同
賦
織
女
雲
為
衣
、
応
製
」
詩
序
を
め
ぐ
っ
て
―
」、『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
研
究
紀
要
』
一
七
号
、
二
〇
一
八
年
。

（
89
）
上
田
正
昭
氏
『
古
代
の
道
教
と
朝
鮮
文
化
』（
人
文
書
院
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
れ

ば
、
高
句
麗
徳
興
里
古
墳
（
永
楽
一
八
年
（
四
〇
九
）
）
に
描
か
れ
る
七
夕
図
の
織

女
の
髪
に
は
「
玉
勝
」
ら
し
き
も
の
が
さ
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
織
女
は
黒
犬

を
引
き
連
れ
て
い
る
。

（
90
）
『
本
草
和
名
』（
延
喜
十
八
年
（
九
一
八
）
頃
、
深
根
輔
仁
撰
）
に
「
牽
牛
子

和

名
阿
佐
加
保
」
と
あ
る
。

（
91
）
『
万
葉
集
』
中
に
、
高
天
原
安
の
川
と
天
の
川
（
天
漢
）
が
習
合
し
て
詠
わ
れ
る

例
は
、
十
―
二
〇
〇
〇
、
二
〇
〇
二
、
二
〇
三
三
、
十
八
―
四
一
二
五
〜
四
一
二

七
な
ど
。

（
92
）
佐
竹
昭
広
氏
・
山
田
英
雄
氏
・
工
藤
力
男
氏
・
大
谷
雅
夫
氏
・
山
崎
福
之
氏
校
注

『
万
葉
集
』（
四
）（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）
三
六
三
頁
に
詳
細
な
解
説
が
あ

る
。

（
93
）
一
海
知
義
氏
注
『
陶
淵
明
』（
中
国
詩
人
選
集
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八

年
）
に
拠
る
。

（
94
）
伊
藤
大
輔
氏
『
肖
像
画
の
時
代
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
○
一
一
年
）
三
七
頁
。

（
95
）
読
み
は
、
一
海
氏
注
（
注
93
書
）
に
よ
る
。

（
96
）
『
倭
名
類
聚
抄
』（
九
三
一
〜
九
三
八
頃
、
源
順
撰
）
に
「
牽
牛

爾
雅
註
云
牽
牛

一
名
河
鼓

和
名
以
奴
加
比
保
之
」
と
あ
る
（『
古
事
類
苑
』
に
拠
る
）。

（
97
）
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
上
縁
五
説
話
。
聖
徳
太
子
が
金
山
（
五
台
山
）
で

行
基
に
出
会
い
、
後
に
東
大
寺
を
創
建
す
る
。

（
98
）
小
山
清
男
氏
「
斜
投
象
の
合
成
に
よ
る
絵
画
空
間
―
浄
土
図
の
図
像
学
的
考
察

―
」、『
女
子
美
術
大
学
紀
要
』
二
〇
号
、
一
九
九
〇
年
。

面
出
和
子
「「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
に
お
け
る
空
間
表
現
に
つ
い
て
」、『
女
子
美
術

大
学
紀
要
』
二
五
号
、
一
九
九
五
年
。

（
99
）
太
田
博
太
郎
氏
「
金
堂
」
解
説
、『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
第
九
巻
東
大
寺
一
、
岩
波

書
店
、
一
九
七
〇
年
。

（
100
）
福
山
敏
男
氏
「
東
大
寺
大
仏
殿
の
第
一
期
形
態
」（『
寺
院
建
築
の
研
究
』
中
、
中

央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
二
年
（
一
九
五
二
年
初
出
））
三
八
頁
。

（
101
）
注
2
拙
稿
。

（
102
）
三
田
覚
之
氏
の
指
摘
。

（
103
）
注
100
の
福
山
敏
男
氏
「
東
大
寺
大
仏
殿
の
第
一
期
形
態
」
五
六
頁
の
追
記
。

（
104
）
横
内
裕
人
氏
「
南
都
と
密
教
―
東
大
寺
廬
遮
那
大
仏
の
変
奏
」、『
国
文
学
―
解
釈

と
教
材
の
研
究
―
」
四
五
巻
一
二
号
、
二
○
○
○
年
。

（
105
）
前
記
し
た
論
文
の
他
に
、

斎
木
涼
子
氏
「
後
七
日
御
修
法
と
「
玉
体
安
穏
」
―
十
一
・
十
二
世
紀
に
お
け
る

展
開
―
」、『
南
都
仏
教
』
九
〇
号
、
二
〇
〇
七
年

同
氏
「
仏
教
的
天
皇
像
と
神
仏
習
合
―
仁
寿
殿
観
音
像
・
即
位
灌
頂
―
」、『
ヒ
ス

ト
リ
ア
』
二
一
九
号
、
二
〇
一
〇
年
。

同
氏
「
東
大
寺
僧
の
伊
勢
神
宮
参
詣
―
そ
の
歴
史
的
背
景
―
」、『
東
大
寺
の
新
研

究
二
歴
史
の
な
か
の
東
大
寺
』、
法
蔵
館
、
二
〇
一
七
年
。

（
106
）
『
隨
心
院
聖
教
類
の
研
究
』（
隨
心
院
監
修
隨
心
院
聖
教
類
綜
合
調
査
団
編
集
、
汲

古
書
院
発
行
、
一
九
九
五
年
）
に
影
印
が
あ
る
。

（
107
）
注
105
の
斎
木
涼
子
氏
「
仏
教
的
天
皇
像
と
神
仏
習
合
―
仁
寿
殿
観
音
像
・
即
位
灌

頂
―
」。
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（
108
）
伊
藤
聡
氏
「
天
照
大
神
・
観
音
同
体
説
の
発
生
」、『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研

究
』、
法
蔵
館
、
二
〇
一
一
年
。
一
九
九
六
年
初
出
。

（
109
）
後
藤
昭
雄
氏
・
池
上
洵
一
氏
・
山
根
對
助
氏
校
注
『
江
談
抄
』（
新
日
本
古
典
文
学

大
系
三
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
る
。

（
110
）
『
明
文
抄
』（『
続
群
書
類
従
』
第
三
〇
輯
下
）
は
、
藤
原
孝
範
編
、
鎌
倉
初
期
成

立
。

（
111
）
川
端
善
明
氏
・
荒
木
浩
氏
校
注
『
古
事
談

続
古
事
談
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系

四
一
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
の
脚
注
（
五
〇
一
頁
）
に
従
う
。

（
112
）
『
法
隆
寺
東
院
縁
起
』
に
、
行
信
が
夢
殿
に
「（
聖
徳
太
子
）
御
影
救
世
観
音
像
」

を
安
置
し
た
と
あ
る
。
そ
の
像
は
『
東
院
資
財
帳
』
に
「
上
宮
王
等
身
観
世
音
菩

薩
木
像
一
軀
金
箔
押
」
で
あ
る
。
な
お
『
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記
』
や
『
聖
徳

太
子
伝
暦
』
に
も
、
救
世
観
音
が
聖
徳
太
子
の
謂
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
113
）
『
東
要
記
』（『
続
群
書
類
従
』
第
二
六
輯
下
）
は
、
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
頃

書
写
の
東
寺
真
言
宗
の
記
録
。
記
事
内
容
は
承
和
十
年
（
八
四
三
）
か
ら
大
治
二

年
（
一
一
二
七
）
の
間
。
勧
修
寺
流
藤
原
氏
の
寛
信
（
勧
修
寺
法
務
、
後
の
東
大

寺
別
当
）
を
撰
者
と
推
定
す
る
説
が
あ
る
。

湯
浅
吉
美
氏
「
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
『
東
要
記
』（
一
〇
八
箱
六
号
）
調
査
報
告
」、

『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
第
四
〇
号
、
二
〇
一
七
年
。

西
弥
生
氏
「
東
寺
一
門
像
の
形
成
過
程
―
「
東
要
記
」
を
中
心
に
―
」、『
日
本
歴

史
』
八
三
三
号
、
二
〇
一
七
年
。

（
114
）
拙
稿
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
と
そ
の
制
作
背
景
」、『
国
宝
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』（
展
覧

会
カ
タ
ロ
グ
）、
石
川
県
立
美
術
館
、
二
○
○
六
年
。
及
び
、
注
2
拙
稿
。

（
115
）
拙
稿
「
中
世
の
造
形
と
太
子
―
太
子
信
仰
と
毘
沙
門
天
信
仰
の
接
点
」（『
法
隆
寺

史
上
―
古
代
・
中
世
―
』）、
法
隆
寺
編
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
。

（
116
）
保
立
道
久
氏
『
黄
金
国
家
』、
青
木
書
店
、
二
〇
〇
四
年
。

（
117
）
板
倉
聖
哲
氏
「
日
月
と
素
材
の
関
わ
り
に
つ
い
て
―
金
日
・
銀
月
の
淵
源
を
求
め

て
―
」、『
美
術
史
論
叢
』
九
号
、
一
九
九
三
年
。

（
118
）
『
平
安
私
家
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
二
八
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
に

よ
る
。

（
119
）
関
根
慶
子
氏
『
散
木
奇
歌
集
集
注
篇
』
上
巻
（
風
間
書
房
、
一
九
九
二
年
）
に
よ

る
。

（
120
）
堀
淳
一
氏
「
鏡
に
見
ゆ
る
影
―
光
源
氏
と
紫
上
の
人
物
造
型
と
「
百
錬
鏡
」―
」、

『
文
芸
研
究
』
一
二
九
号
、
一
九
九
二
年
。

（
121
）
高
木
正
一
氏
注
『
白
居
易
』
上
（
中
国
詩
人
選
集
一
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八

年
）
に
よ
る
。

（
122
）
平
安
時
代
の
宇
多
法
皇
、
円
融
院
、
後
白
河
法
皇
も
東
大
寺
で
受
戒
し
て
い
る
が
、

五
月
五
日
受
戒
は
鳥
羽
天
皇
の
み
で
あ
り
、
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
的
暦
日
で
あ
る
。

（
123
）
注
2
拙
稿
一
四
八
頁
。

（
124
）
前
記
し
た
よ
う
に
西
王
母
は
紫
雲
の
車
に
乗
り
漢
武
を
訪
ね
る
（『
博
物
志
』、『
漢

武
故
事
』）。

（
125
）
江
侍
従
（
大
江
匡
衡
と
赤
染
衛
門
の
女
子
）
の
和
歌
に
「
陽
明
門
院
（
禎
子
内
親

王
）、
は
じ
め
て
后
に
た
ゝ
せ
給
け
る
を
聞
き
て

紫
の
雲
の
よ
そ
な
る
身
な
れ

ど
も
立
つ
と
聞
く
こ
そ
う
れ
し
か
り
け
れ
」（『
後
拾
遺
和
歌
集
』
四
六
〇
）
が
あ

る
。
紫
の
雲
は
皇
后
の
異
称
。
禎
子
立
后
は
、
長
元
十
年
（
一
〇
三
七
）。
ま
た
こ

れ
よ
り
早
い
『
枕
草
子
』
に
も
「
紫
だ
ち
た
る
雲
」
が
あ
り
、
中
宮
の
暗
喩
と
さ

れ
る
（
山
本
淳
子
氏
『
枕
草
子
の
た
く
ら
み
』（
朝
日
選
書
九
五
七
、
二
〇
一
七

年
）
の
二
六
頁
）。

（
126
）
中
原
広
俊
（
一
〇
六
二
〜
？
）
の
漢
詩
「
初
夏
雨
中
卽
時
」
に
、「
翅
重
鳥
帰
新
樹

朶
」
と
あ
り
雁
と
み
る
。

（
127
）
西
口
順
子
氏
「
磯
長
太
子
廟
と
そ
の
周
辺
」、『
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
紀
要
』
一

一
号
、
一
九
八
一
年
。

吉
原
浩
人
氏
「
善
光
寺
如
来
と
聖
徳
太
子
の
消
息
往
返
を
め
ぐ
っ
て
」、『
佛
教
文

化
研
究
』
四
九
号
、
二
〇
〇
五
年
。

（
128
）
注
2
拙
稿
の
注
69
で
石
井
公
成
氏
と
新
川
登
亀
男
氏
の
御
説
を
あ
げ
た
。

（
129
）
「
勧
修
寺
文
書
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
寺
誌
叢
書
三
）
。
ま
た
菅
原
淳
茂
作
「
醍

醐
天
皇
奉
為
母
后
胤
子
祈
冥
福
御
願
文
」
に
は
、
こ
の
法
要
の
意
味
づ
け
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
拙
稿
「「
勧
修
寺
繡
帳
」
覚
書
―
法
隆
寺
金
堂
壁
画
と
聖
徳
太
子
信

仰
の
接
点
を
求
め
る
―
」（『
聖
徳
』
二
三
三
号
、
二
〇
一
七
年
）
乞
参
照
。

（
130
）
『
梁
塵
秘
抄
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
五
六
、
小
林
芳
規
氏
・
武
石
彰
夫
氏
・
土

井
洋
一
氏
・
真
鍋
昌
弘
氏
・
橋
本
朝
生
氏
校
注
『
梁
塵
秘
抄

閑
吟
集

狂
言
歌

謡
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
二
三
三
番
歌
「
須
弥
の
峰
に
は
堂
立
て
り
、
名

を
ば
善
法
弥
陀
の
堂
、
蓮
華
や
后
の
一
の
願
、
其
の
日
の
講
師
は
釈
迦
仏
」
と
脚

注
参
照
。

（
131
）
法
隆
寺
の
厨
子
入
阿
弥
陀
五
尊
像
や
、
橘
夫
人
阿
弥
陀
三
尊
像
厨
子
は
忉
利
天
上

の
阿
弥
陀
如
来
を
表
す
と
思
う
。
ま
た
勧
修
寺
御
願
堂
に
は
「
金
色
阿
弥
陀
三
尊

三
体

四
天
王
四
体

在
厨
子
内
」
と
あ
る
根
本
仏
が
あ
っ
た
が
（「
勧
修
寺
文

書
」、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
寺
誌
叢
書
三
）、
醍
醐
天
皇
母
胤
子
に
ち
な
む
忉
利
天

宮
殿
像
で
あ
っ
た
か
。
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（
132
）
『
過
去
現
在
因
果
経
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
三
巻N

o.0189

）653a08

〜653a
11

。
『
大
智
度
論
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
五
巻N

o.1509

）92a07

。

（
133
）
浅
井
和
春
氏
「
飛
鳥
・
奈
良
の
仏
教
美
術
と
律
令
国
家
」、『
律
令
国
家
と
天
平
文

化
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
。
文
意
を
採
り
前
後
の
文
章
を
つ
な
い
だ
。

（
134
）
毘
沙
門
天
と
聖
徳
太
子
の
習
合
は
注
2
拙
稿
で
考
察
し
た
。

（
135
）
平
安
後
期
の
天
皇
が
金
輪
聖
王
（
転
輪
聖
王
）
と
称
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
左

記
の
論
文
が
あ
る
。

上
川
通
夫
氏
『
日
本
中
世
仏
教
形
成
史
論
』
第
二
部
第
三
章
、
校
倉
書
房
、
二
〇

〇
七
年
。

稲
城
正
己
氏
「
大
江
匡
房
の
願
文
と
転
輪
聖
王
」、『
宗
教
研
究
』
七
九
巻
四
号
、

二
〇
〇
六
年
。

稲
城
正
己
氏
「
八
〜
九
世
紀
の
経
典
書
写
と
転
輪
聖
王
観
」、『
元
興
寺
文
化
財
研

究
所
創
立
四
〇
周
年
記
念
論
文
集
』、
二
〇
〇
七
年
。

斎
木
涼
子
氏
「
中
世
的
天
皇
像
の
形
成
―
仏
教
・
神
祇
と
金
輪
聖
王
」、『
歴
史
の

理
論
と
教
育
』
一
三
九
号
、
二
〇
一
三
年
。

（
136
）
朧
谷
寿
氏
『
堀
河
天
皇
吟
抄
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
六
五
頁
〜
六

八
頁
。

（
137
）
『
台
記
』
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
五
月
十
六
日
条
。
ま
た
朧
谷
寿
氏
右
書
の
七

一
頁
。

（
138
）
『
百
錬
抄
』
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
二
月
十
四
日
条
。
ま
た
注
111
川
端
善
明
氏
、

荒
木
浩
氏
校
注
『
古
事
談
続
古
事
談
』
の
脚
注
（
六
〇
九
頁
）。

（
139
）
中
村
一
郎
氏
「
国
忌
の
廃
置
に
つ
い
て
」、『
書
陵
部
紀
要
』
二
号
、
一
九
五
二
年
。

（
140
）
南
嶽
慧
思
『
立
誓
願
文
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
四
六
巻N

o.1933

）786b28
。

「
七
月
七
日
入
胎
」
は
、
結
局
七
夕
に
由
来
す
る
か
。

（
141
）
摩
耶
夫
人
は
「
神
母
」（『
長
阿
含
経
』
な
ど
）
で
あ
る
。
早
く
は
元
正
天
皇
が
「
神

母
」
と
さ
れ
て
い
る
。

東
野
治
之
氏
「
元
正
天
皇
と
赤
漆
文
欟
木
厨
子
」、『
日
本
古
代
史
料
学
』、
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
五
年
。

（
142
）
藤
原
敦
光
作
願
文
が
あ
る
。「
鳥
羽
院
奉
為
贈
皇
后
被
供
養
五
部
大
乗
経
」（『
本

朝
続
文
粋
』
巻
第
十
三
、『
国
史
大
系
』
二
九
下
。
二
二
二
頁
）

（
143
）
藤
原
永
範
作
願
文
が
あ
る
。「
鳥
羽
天
皇
奉
為
贈
皇
后
修
法
華
八
講
御
願
文
」

（『
本
朝
文
集
』
巻
第
六
十
、『
国
史
大
系
』
三
〇
。
二
八
八
頁
）

井
原
今
朝
男
氏
「
中
世
禁
裏
の
宸
筆
御
八
講
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
『
久
安
四
年
宸

筆
御
八
講
記
』」、『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
六
〇
集
、
二
〇
一

〇
年
。

（
144
）
②
図
は
大
き
さ
は
異
な
る
が
、
比
例
的
に
縮
小
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な
く

別
様
で
は
な
い
。
例
外
的
な
縮
小
が
、
遠
景
効
果
と
な
る
。

（
145
）
谷
口
鉄
雄
氏
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
に
於
け
る
同
一
構
図
の
反
復
に
つ
い
て
」（『
東

洋
美
術
論
考
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
三
年
。
一
九
四
四
年
初
出
）
は
、

は
や
く
こ
の
反
復
表
現
に
注
目
さ
れ
た
。

（
146
）
主
と
し
て
注
55
高
田
真
治
氏
・
後
藤
基
巳
氏
訳
『
易
経
』
に
よ
る
。
ほ
か
に
、
鈴

木
由
次
郎
氏
著
『
易
経
』（
集
英
社
、
一
九
七
四
年
）、
今
井
宇
三
郎
氏
著
『
易
経
』

（
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
）
な
ど
に
よ
る
。

（
147
）
『
中
庸
』
第
一
章
に
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
謂
う
。
発
し

て
皆
節
に
中
る
、
こ
れ
を
和
と
謂
う
。
中
な
る
者
は
天
下
の
大
本
な
り
。
和
な
る

者
は
天
下
の
達
道
な
り
。
中
和
を
致
し
て
、
天
地
位
し
、
万
物
育
す
」
と
あ
る
（
金

谷
治
氏
訳
注
『
大
学
・
中
庸
』、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
八
年
）。

（
148
）
注
146
の
鈴
木
由
次
郎
氏
著
書
（
上
）
一
九
頁
。

（
149
）
注
146
の
今
井
宇
三
郎
氏
著
書
（
上
）
二
二
頁
。

（
150
）
注
115
拙
稿
「
中
世
の
造
形
と
太
子
―
太
子
信
仰
と
鎌
倉
時
代
絵
画
（
そ
の
三
）」。

（
151
）
白
畑
よ
し
氏
『
物
語
絵
巻
』（
日
本
の
美
術
四
九
号
、
至
文
堂
、
一
九
七
〇
年
）
二

三
頁
。

（
152
）
大
崎
聡
子
氏
「
禅
林
寺
蔵
「
山
越
阿
弥
陀
図
」
研
究
」、『
美
術
史
学
』
四
一
号
、

二
〇
二
〇
年
。

（
153
）
石
田
実
洋
氏
「
阪
本
龍
門
文
庫
所
蔵
『
東
大
寺
御
受
戒
記
』
附
・
宮
内
庁
書
陵
部

所
蔵
『
東
大
寺
御
受
戒
記
次
第
』」、『
戒
律
文
化
』
二
号
、
二
〇
〇
三
年
。

（
154
）
注
146
の
鈴
木
由
次
郎
氏
著
書
（
下
）
二
四
九
頁
。

（
付
記
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
検
索
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
利
用
し
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
か
じ
た
に

り
ょ
う
じ
／
奈
良
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
）
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③
そ
の
他

・
奈
良
県
文
化
財
保
護
審
議
委
員

・
南
京
大
学
謬
斯
基
金
芸
術
顧
問

奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要

鹿
園
雜
集

第
二
十
四
号

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
発
行

編
集
発
行

奈
良
国
立
博
物
館

〒
六
三
〇‐

八
二
一
三

奈
良
市
登
大
路
町
五
〇
番
地

印
刷
・
製
本

株
式
会
社
天
理
時
報
社

天
理
市
稲
葉
町
八
〇
番
地
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